
チ
ベ
ッ
ト
訳

Ｊ

ガ
ル
ヤ
ル
コ
ト
ヲ
ル
ワ

㈹
叩
論
日
。
云
何
得
し
知
し
有
二
染
汚
心
一
。
〔
論
日
ｏ
〕
云
何
に
し
て
、
そ
の
染
汚
の
意
が
〔
六
識
と
は

ｌ

ノ
ワ
ク
ス
ル
ヤ
ノ
ヲ

繰
日
。
以
二
何
道
理
一
、
能
成
冥
立
此
義
一
。
別
に
〕
有
る
と
知
ら
れ
る
か
。
若
し
そ
れ
（
染
汚
意
）
が
無

シ
ケ
レ
パ
ノ
ガ

ハ
チ
ズ
カ
ラ
ク
リ
ト

論
日
。
仙
若
無
二
此
心
一
濁
行
無
明
則
不
レ
可
レ
説
し
有
。
い
な
ら
ば
、
仙
不
共
無
明
が
無
い
と
い
う
過
失
と
な
る
か
ら

ト
ハ
ノ
ン
シ
ダ
ズ
シ
テ

ヲ
ク

鐸
日
。
濁
行
無
明
其
相
云
何
。
若
人
未
し
得
二
対
治
道
一
、
能
で
あ
る
。
ま
た
②
〔
第
六
意
識
と
〕
五
〔
識
〕
と
の
類
似
性

フ
ル
ワ
ワ
ク

ト
ノ
ハ
ナ
ニ
ズ
ル
ニ
ワ

障
二
実
麓
一
惑
名
二
濁
行
無
明
一
。
此
無
明
於
二
五
識
一
非
し
有
。
何
が
無
く
な
る
と
い
う
過
失
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
五
識
身
の

ナ
ノ
ニ
シ
ラ
パ

ニ
ズ
ハ
ス
コ
ト
ワ
ワ
テ
ノ
ニ
シ
レ

以
故
、
若
人
在
二
於
五
識
一
不
し
能
し
為
し
障
。
何
以
故
、
若
是
対
倶
有
依
は
眼
等
〔
の
識
〕
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
③
語

ノ
ズ
ル
ハ
チ
レ
ナ
レ
パ
ナ
リ
テ
モ
ノ
ー
レ
ズ
ル
ー
ワ

治
道
生
虚
、
則
是
障
庭
。
於
二
染
汚
意
識
一
此
亦
非
し
有
。
何
源
学
的
解
釈
が
成
立
し
な
く
な
る
と
い
う
過
失
と
な
る
。
さ

テ
ノ
ニ
シ
テ
ノ
ミ
ノ
ー
ニ
ス
ペ
キ
ガ
ナ
リ

ノ
ト
シ
テ
ニ

以
故
、
但
由
二
此
惑
一
心
応
二
染
汚
一
故
。
與
二
餘
惑
一
相
応
共
ら
に
側
無
想
〔
定
〕
と
滅
尽
定
と
の
差
別
が
無
く
な
る
と

ゼ
バ
ノ
ハ
チ
ズ
ゼ
シ
ガ
カ
バ
ハ
テ
二

行
、
濁
行
名
則
不
レ
成
・
若
汝
説
下
第
六
識
由
二
濁
行
無
明
一
染
い
う
過
失
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
無
想
定
は
染
汚
の
意
に

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）

ｌ
釈
依
止
勝
相
品
（
所
知
依
章
）
Ｉ

※
本
稿
は
「
身
延
論
叢
』
第
五
号
所
載
の
続
稿
で
あ
る
。

岩
田
諦
靜
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

ス
ト
チ
。
、
二
ズ
ナ
ラ
テ
ノ
ハ
ル
ワ
ラ
ク
ワ
マ

汚
上
。
則
第
六
識
一
向
不
二
清
浄
一
。
以
三
此
無
明
不
二
暫
息
一
、
よ
っ
て
顕
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
滅
尽
定
は

ガ
ガ
ゼ
ン
ヤ
ワ
テ
ノ

ハ
ニ

ト
ス
ル
ヲ
ニ
シ

云
何
施
等
心
成
し
善
。
以
下
第
六
識
恒
與
二
無
明
一
相
応
上
故
。
若
〔
そ
れ
に
よ
っ
て
顕
わ
れ
る
も
の
で
は
〕
な
い
。
そ
う
で
な

リ
テ
カ
バ
ハ
ト
シ
テ
ズ
ト
ノ
ニ
ハ
チ
リ

シ

有
し
人
説
一
心
與
レ
善
相
応
生
一
、
此
人
則
有
二
過
失
一
。
若
第
六
け
れ
ば
、
こ
の
二
種
〔
の
定
〕
は
無
差
別
と
な
る
か
ら
で
あ

ガ
ニ
ー
レ
パ
セ
チ
ズ
イ
テ
ワ
ズ
ル
ワ
シ
リ
テ
カ
バ

識
恒
被
二
染
汚
一
則
不
レ
得
下
引
二
対
治
道
一
生
上
。
若
有
レ
人
説
三
染
る
。
⑤
若
し
も
そ
の
無
想
〔
天
〕
に
お
い
て
も
我
執
と
我
慢

ノ
卜
・
ン
テ
リ
ト
ノ

ノ
ハ
ク
ス
ル
ガ
ヲ
二

汚
心
相
応
有
二
別
善
心
一
、
此
善
心
能
引
二
生
対
治
道
一
故
、
染
と
が
無
い
と
す
れ
ば
、
無
想
〔
天
〕
に
生
ず
る
間
中
に
染
汚

ハ
チ
ス
シ
サ
パ
ノ
ヲ
チ
シ

汚
心
即
滅
。
若
作
二
此
説
一
則
無
二
過
失
一
。
〔
意
〕
は
存
在
し
な
い
と
い
う
過
失
に
な
る
。
ま
た
⑥
善
と

論
日
。
②
與
二
五
識
相
似
雌
涜
暎
翰
似
眺
嘩
此
五
識
不
善
と
無
記
の
心
の
中
に
も
、
一
切
時
に
我
執
が
あ
ま
ね
く

二
ニ
リ
ノ

ユ
ル
ノ
ナ
リ

共
一
時
有
二
自
依
止
一
・
謂
眼
等
諸
根
。
起
る
け
れ
ど
も
、
善
〔
心
〕
と
無
記
〔
心
〕
の
中
に
は
〔
起

水
ク

ノ
ハ
ノ
ニ
ニ
ル
ガ
卜

鐸
日
。
猶
如
三
眼
識
等
五
識
、
眼
等
五
根
同
時
為
二
依
止
一
、
意
る
こ
と
が
〕
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。

識
雌
嚥
瓦
同
暁
樅
止
。
若
不
レ
立
二
餘
識
一
、
亦
無
一
此
依
そ
れ
故
に
、
〔
染
汚
意
が
六
識
と
は
別
に
有
っ
て
、
そ
の
〕

シ
レ
バ
テ
ヲ
ケ
ン
ノ

ク
ノ
ク
シ
テ
ル
ガ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
そ
二
Ｌ

止
一
。
如
下
眼
識
無
二
依
止
一
不
し
得
七
生
、
意
識
亦
応
レ
爾
・
倶
有
〔
依
〕
に
よ
っ
て
あ
ま
ね
く
起
る
こ
と
と
、
〔
種
々
の

二
ノ
ハ
ニ
カ
ル
ル
コ
ト

論
日
。
⑧
復
次
、
意
名
応
し
無
し
有
し
義
。
心
と
〕
相
応
し
て
あ
ま
ね
く
起
る
な
ら
ば
、
以
上
の
よ
う
な

ガ
キ
ヤ

シ
テ
テ
ノ
ヲ
サ
バ
ト
レ
ダ
リ
テ
ノ
ミ
シ

穏
日
。
云
何
無
し
義
。
若
立
二
前
滅
心
一
為
し
意
、
此
但
有
し
名
無
し
過
失
が
有
る
の
で
は
無
い
。

ワ
テ
ノ
ニ
ハ
テ
ワ
ス
ト
テ
ノ
ー
ガ
キ
ヤ
シ

義
。
何
以
故
、
意
以
二
了
別
一
為
し
義
。
於
二
無
中
一
云
何
可
レ
立
。
こ
こ
に
〔
四
つ
の
〕
偶
頌
が
あ
る
。

是
識
腿
斉
識
一
前
己
癖
叩
此
審
燐
莞
搾
醜
吟
得
。
不
し
能
二
了
別
一
。
ａ
、
〔
若
し
、
染
汚
意
が
無
い
な
ら
ば
〕
⑩
不
共
無
明
と

ズ
ハ
ス
ル
コ
ト

テ
ノ
キ
ワ
ナ
リ

以
レ
無
し
体
故
。
②
五
〔
識
〕
と
の
類
似
性
が
あ
る
と
、
⑧
〔
無
心
の
二
〕

一
一

卜
ト
ハ
ニ
ル
ル
コ
ト
リ
ワ
ナ
ノ

論
日
。
側
復
次
、
無
想
定
滅
心
定
、
応
し
無
し
有
し
異
。
何
以
定
の
差
別
と
⑥
語
源
学
的
解
釈
が
無
い
と
の
過
失
と
な
る
。

(妬）



一
一

ハ
ノ
ノ
ナ
ル
モ

ハ
ズ
ラ
シ
レ
パ
ラ

故
、
無
想
定
有
染
汚
心
所
顕
、
滅
心
定
不
レ
爾
・
若
不
レ
爾
、
ｂ
、
⑤
無
想
〔
天
〕
に
生
ず
る
期
間
に
お
い
て
我
執
が
無
い

ノ
ハ
ニ
ル
ナ
ラ

此
二
定
応
し
不
レ
異
。
と
の
過
失
が
あ
る
。

シ
ッ
レ
パ
リ
ト
ノ
ハ
テ
ハ
ニ
チ
キ
リ
ト

鐸
日
。
若
人
立
レ
有
二
染
汚
心
一
、
此
人
於
二
無
想
定
一
則
説
し
有
二
側
あ
ら
ゆ
る
場
合
（
行
相
）
に
〔
心
が
〕
我
執
を
具
う
こ

テ
ハ

ニ
チ
ク
シ
ト

シ
テ
ハ
ノ
二

染
汚
心
一
、
於
一
滅
心
定
｝
則
説
し
無
二
染
汚
心
一
。
対
二
此
人
一
二
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。

ハ
チ
リ

シ
レ
パ
ク
ナ
ラ
ノ
テ
ハ
ニ

ル
ガ
ゼ
ニ

定
則
有
一
《
差
別
一
。
若
不
レ
如
レ
此
於
二
二
定
一
意
識
不
レ
行
故
二
ｃ
、
若
し
染
汚
の
意
が
無
い
な
ら
ば
二
〔
不
共
無
明
と
五
識

ハ
チ
シ
リ

定
則
無
し
異
。
と
の
類
似
性
〕
は
無
く
、
三
〔
二
定
と
語
源
学
的
解
釈
と

二
己
ア

ノ
二
二
ズ

ワ

論
日
。
⑤
復
次
、
於
二
無
想
天
一
期
一
、
応
し
成
二
無
流
無
失
一
。
無
想
天
の
生
〕
に
相
違
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

キ
ガ

ニ
テ
ニ
シ
ク
ハ
シ

ピ

無
二
染
汚
一
故
、
於
レ
中
、
若
無
二
我
見
及
我
慢
等
一
・
そ
れ
（
染
汚
意
）
が
無
な
ら
ば
、
我
執
は
す
べ
て
の
処
に

二
ノ
ノ
ニ
シ
テ
ワ
ズ

ノ
二

佃
復
次
、
一
切
時
中
起
二
我
執
一
、
遍
二
善
、
悪
、
無
記
心
中
一
。
有
る
の
で
は
な
い
。

ト
ス
ル
ガ
ニ

ピ

遣
諏
泌
蝿
但
悪
心
《
藤
〈
二
我
執
等
一
相
応
故
、
我
及
我
ｄ
、
真
実
を
生
ず
る
心
に
対
し
て
、
常
に
障
と
な
る
と
、

ニ
ハ
ノ
ハ
ン
ズ
ル
コ
ト
ワ
テ
ハ
ト
ト
ノ
ニ
チ
ズ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

所
、
此
惑
得
し
行
。
於
一
善
、
無
記
中
一
則
不
レ
得
し
行
。
一
切
時
に
起
る
も
の
、
そ
れ
が
不
共
無
明
と
い
わ
れ
る
。

シ
ッ
レ
パ
ニ
ズ
ル
ト
シ
ノ

若
立
二
二
心
同
時
生
一
、
無
二
此
過
失
一
。
意
は
染
汚
を
有
す
る
が
故
に
有
覆
無
記
で
あ
り
、
四
種
の

一
ナ

ノ
ニ
シ
ケ
レ
パ

ノ
ノ
ニ
ハ
チ
カ
ラ
ン

鐸
日
。
於
二
無
想
天
生
一
、
若
無
二
染
汚
心
一
。
一
期
生
中
則
無
二
障
の
煩
悩
と
常
に
相
応
す
る
。
色
〔
界
〕
と
無
色
〔
界
〕
に

ピ

ノ
ニ
チ
ケ
レ
パ

ノ
ハ
ズ
ニ
ル
ノ

我
執
及
我
慢
等
一
・
此
生
便
無
二
流
失
一
、
此
定
不
レ
応
し
為
三
聖
人
お
い
て
働
く
煩
悩
の
如
く
に
、
こ
れ
は
有
覆
無
記
で
あ
る
。

ル
ル
ス
ル
ニ
ニ
ノ
ル
ル
七
二
ル
ノ
ニ
ハ
ル
コ
ト
ヲ

所
二
厭
悪
一
・
既
為
二
聖
人
一
所
一
厭
悪
一
故
、
知
三
此
定
有
二
染
汚
色
〔
界
〕
と
無
色
〔
界
〕
に
お
い
て
働
く
意
〔
心
〕
は
止

識
一
・
壁
我
執
置
柾
錘
、
施
等
諸
善
篭
亙
一
我
執
甑
蝋
我
乳
言
ョ
画
昔
寂
静
）
に
蔵
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
〔
染
汚

二
フ
シ
ル
レ
バ
ヲ
チ
シ
ノ
ノ
ハ
シ
ル
レ
パ
ヲ

恒
随
。
若
離
二
無
明
一
、
則
無
二
此
事
一
。
此
無
明
若
離
二
依
止
一
、
の
〕
意
は
常
に
〔
善
心
と
不
善
心
を
〕
と
も
な
っ
て
い
る

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）
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諦
訳
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摂
大
乗
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世
親
釈
」
に
お
け
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増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

チ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ノ
ハ
シ
レ
テ
ハ

ワ
シ
ル
コ
ト
ノ

則
不
レ
得
し
有
。
此
無
明
依
止
、
若
離
二
阿
陀
那
識
一
無
し
有
二
別
が
故
に
〔
無
記
〕
で
あ
る
。

体
一
・
〔
釈
日
。
〕
ま
た
云
何
に
し
て
、
そ
れ
（
染
汚
意
）
が
成
立
す

⑧
論
日
。
る
道
理
を
称
す
る
か
。
若
し
、
そ
れ
（
染
汚
意
）
が
無
で
あ
る

ク

ト

ピ
ノ

無
二
猫
行
無
明
、
及
相
似
五
識
一
、
な
ら
ば
、
不
共
無
明
は
無
い
と
の
過
失
と
な
る
。
ま
た
、
不
共

ノ
ク

ノ
ニ
ク
ル
コ
ト

ニ
定
無
二
差
別
一
、
意
名
無
し
有
し
義
、
無
明
と
は
如
何
と
な
ら
ば
、
対
治
を
生
じ
な
い
時
は
真
実
の
智

二
ク

ノ
ハ
ナ
リ

無
想
無
二
我
執
一
、
一
期
生
無
流
、
を
障
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
（
不
共
無
明
）
は
五
識
に

ノ
ニ

ハ
ズ
カ
ラ
ル

善
悪
無
記
中
、
我
執
不
し
応
し
起
。
お
い
て
現
行
し
な
い
。
そ
れ
を
所
依
と
し
て
障
げ
な
い
故
に
、

レ
テ
ハ
ワ
ズ
ナ
ラ
ト
ト
ス

離
二
汚
心
一
不
し
有
、
二
與
レ
三
相
違
。
能
対
治
が
有
る
と
こ
ろ
、
そ
の
処
に
、
所
対
治
も
ま
た
あ
る
と

ケ
レ
パ
レ
ニ
ハ
ズ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

無
し
此
一
切
虚
、
我
執
不
し
得
し
生
。
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
染
汚
を
有
し
な
い
意
識
（
非
染
汚
意
）

ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ヲ

ハ
シ
メ
ラ
ラ

證
二
見
真
実
義
一
惑
障
令
レ
不
し
起
、
の
中
に
も
ま
た
〔
不
共
無
明
は
〕
無
で
あ
り
、
染
汚
で
あ
る
こ

ニ
ズ
ル
ワ
ニ

ク

ト

恒
行
二
一
切
虎
一
、
名
二
濁
行
無
明
一
。
と
（
染
汚
性
）
に
執
着
す
る
故
で
あ
る
。
非
染
汚
と
は
他
の
煩

ノ
ハ
ナ
ル
ガ
ニ
ニ
ス

論
日
。
此
心
染
汚
故
無
記
性
攝
。
悩
と
現
行
を
滅
し
な
い
。
こ
の
故
に
、
煩
悩
に
よ
り
染
汚
の
意

ノ
ハ
レ
ノ
ナ
リ
テ
ノ
ニ
ノ
ハ
ス
ル
ヤ
ノ
二

稗
日
。
此
心
是
無
明
所
依
。
於
二
三
性
中
一
、
此
心
属
二
何
性
一
。
識
を
認
め
る
な
ら
ば
、
善
の
染
汚
性
に
執
着
す
る
こ
と
が
布
施

ル
ガ
二
二
ス

ニ
ワ
テ
ノ
ニ
ル
ガ

ナ
リ

由
二
染
汚
一
故
、
属
二
有
覆
無
記
性
一
。
何
以
故
、
有
二
染
汚
一
故
。
等
の
善
心
を
生
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
相
応
す
る

ガ
リ
ヤ

云
何
有
二
染
汚
一
。
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
若
し
善
と
等
し
く
転
ず
る
意
が
有
る
な
ら

一
一

卜
ス

論
日
。
恒
與
二
四
惑
一
相
応
。
ぱ
、
そ
の
と
こ
ろ
に
そ
れ
（
煩
悩
）
と
相
応
す
る
と
こ
ろ
の
染

ル
ガ
ゼ
ノ
ワ
ニ
シ
ヲ
ツ
テ
ニ
ス
卜

鐸
日
。
不
し
了
二
無
我
境
一
故
、
起
二
我
執
一
、
由
二
我
執
一
起
二
我
愛
汚
の
意
な
る
と
き
に
能
対
治
の
方
に
引
く
こ
と
は
道
理
に
合
わ

(詔）



ト
ヲ
ノ
ハ
ニ
ニ
ル

我
慢
一
、
此
四
惑
一
切
虚
恒
起
。
な
い
。
ま
た
若
し
染
汚
の
意
と
等
し
く
転
ず
る
善
の
心
が
有
る

ヘ
パ
シ
ノ
ハ
レ
ナ
ル
ガ
ノ
ノ

論
日
。
臂
如
二
色
・
無
色
界
惑
是
有
覆
無
記
一
。
此
二
界
煩
な
ら
ば
、
そ
れ
（
染
汚
意
）
と
そ
れ
（
善
心
）
に
よ
り
引
生
す

ハ

ノ
ナ
ル
ガ
ニ

悩
、
著
摩
他
所
蔵
故
。
る
と
こ
ろ
の
対
治
の
方
（
場
所
）
に
生
ず
る
と
き
、
他
が
減
す

ハ
テ
ヲ
ス
ト
レ
テ
ト
ビ
ヲ
ツ
テ

縁
日
。
界
以
二
生
性
一
為
し
義
。
離
二
婬
欲
及
段
食
欲
一
、
由
二
色
る
こ
と
か
ら
こ
の
処
に
過
失
は
無
い
の
で
あ
る
。
②
五
〔
識
〕

二
ズ
ル
ガ
ニ
ク
ト
レ
テ
ノ
ノ
ワ
ッ
テ

ニ
ズ
ル
ガ

欲
一
生
故
名
二
色
界
一
。
離
二
下
二
界
欲
一
、
由
二
無
色
欲
一
生
と
の
類
似
性
と
し
て
、
〔
醤
え
ば
〕
眼
識
等
の
五
に
お
い
て
、

ニ
ク

ト
ノ
ノ
ハ
モ

ト
ス
ト
ハ

故
名
二
無
色
界
一
。
此
二
界
惑
錐
下
與
二
第
六
鹿
識
一
相
応
上
不
し
失
二
眼
〔
根
〕
等
の
五
の
依
と
共
に
有
る
（
倶
有
依
）
と
同
じ
よ
う

ナ
ル
コ
ト
ワ
ル
ガ
ノ
ー
ナ
リ
ノ
シ
ラ
バ
ノ
ー

無
記
性
一
。
由
二
八
定
所
蔵
一
故
。
此
惑
、
若
在
二
欲
界
散
心
一
に
、
意
識
に
お
い
て
も
ま
た
そ
れ
と
共
に
生
ず
る
依
（
倶
有
依
）

二
ズ
ワ
ル
ガ
、
ノ
ナ
ル
ニ
ニ
シ

ノ
ト
ス
レ
パ
そ

応
し
成
二
不
善
一
。
由
二
依
止
健
一
故
。
若
與
二
第
二
識
一
相
応
、
難
し
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
側
二
〔
定
〕
の
差
別
に
と
っ
て
、
染
汚

ズ
ト
ラ
ニ
ズ
ニ
テ
ノ
ノ
モ
ナ
ル
ヲ
ニ
シ
ラ
パ

不
し
在
二
定
中
一
亦
非
二
不
善
一
・
以
二
依
止
最
細
一
故
。
若
在
二
色
．
の
意
が
有
る
と
こ
ろ
が
無
想
定
で
あ
り
、
そ
れ
（
染
汚
意
）
が

一
一

ノ
モ
ナ
リ
ト
ニ
レ
テ
セ
ガ
ナ
ル
ガ
ニ
ズ

無
色
界
一
、
依
止
雛
し
鹿
、
八
定
所
レ
摂
心
、
軟
滑
故
、
亦
非
二
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
余
に
は
そ
れ
（
染
汚
意
）
が
無
い
か
ら
、

ニ
ク
ズ
レ
パ
ヲ
ズ
レ
ナ
ル
ニ
ニ
ス
二

不
善
一
。
能
生
二
生
死
一
亦
非
一
是
善
一
。
故
属
二
有
覆
無
記
性
一
。
そ
れ
は
差
別
が
あ
る
。
余
と
は
二
〔
定
〕
に
お
い
て
〔
第
六
〕

ノ
ノ
ノ
ス
モ
ナ
リ
ノ
ナ
ル
ガ
ニ
ズ
ニ
ハ
ノ
ナ
ル
ガ

第
二
識
所
し
起
惑
亦
爾
。
依
止
細
故
非
二
不
善
一
。
是
生
死
因
意
識
が
起
ら
な
い
な
ら
ば
差
別
が
無
で
あ
ろ
う
。
③
そ
れ
に
よ

二
ズ
レ
ニ
モ

故
亦
非
二
是
善
一
。
り
語
源
学
的
解
釈
の
過
失
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
我
執
と
い

ノ
ハ
ニ
ジ
テ
ズ

論
日
。
此
心
恒
生
不
レ
暖
。
う
の
は
、
意
と
い
う
こ
の
語
源
学
的
解
釈
に
対
す
る
説
明
の
根

ノ
ハ
ノ
ト
ト
ト
ト
ノ
ニ
ニ
ジ
テ

標
日
。
此
染
汚
心
三
性
中
、
八
定
無
想
定
無
想
天
魔
、
恒
生
本
で
あ
る
。
六
識
が
無
間
の
識
で
あ
る
と
き
に
、
そ
の
如
き
と

ズ
七
不
し
康
。
の
不
可
説
は
減
の
た
め
で
あ
る
。
⑤
無
想
〔
天
〕
の
中
に
生
じ

相
続
を
得
る
と
は
我
執
が
無
い
と
い
う
過
失
を
生
ず
る
。
か
く

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）
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こ
の
箇
所
は
、
染
汚
の
意
（
阿
陀
那
識
）
が
前
六
識
と
は
別
に
有
る
こ
と
を
立
証
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
仰
の
部
分
が
真

諦
訳
・
笈
多
訳
・
玄
英
訳
及
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
共
有
す
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
⑧
の
部
分
の
解
釈
は
な
ぜ
か
真
諦
訳
と
玄
英
訳
と
の
二

訳
に
あ
る
が
、
笈
多
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

⑧
の
部
分
の
真
諦
訳
に
つ
い
て
、
独
行
無
明
（
不
共
無
明
）
等
の
偶
頌
に
対
す
る
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
解
釈
の
あ
る
の
は
偶
頌

ハ
テ
ヲ
ス
ト

の
後
の
文
章
に
対
す
る
解
説
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
界
以
二
生
性
一
為
し
義
。
」
・
と
説
き
始
め
て
、
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
の
三
界
と
第
二
の

識
と
し
て
の
染
汚
意
な
ど
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
玄
英
訳
に
つ
い
て
は
、
全
文
を
引
用
す
る
の
は
略
す
る
が
、
玄
英
訳
は
不
共
無
明
等

の
偶
頌
を
引
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
て
い
篭

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）の

如
く
、
そ
の
時
に
有
染
汚
の
意
が
無
い
と
き
に
我
執
の
無
が

生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
若
し
か
く
の
如
き
な
ら
ば
、
聖
者
で
す
ら

も
誹
誇
せ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
誹
誇
そ
の
も
の
で
あ
る

か
ら
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
は
そ
の
時
〔
我
執
が
〕
有
る
も
の
と
し

て
分
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
我
執
に
随
う
が
故
に
し
て
、
布

施
等
と
は
ま
た
布
施
の
た
め
に
我
執
に
随
う
も
の
と
な
る
。
我

執
に
随
う
こ
と
は
無
明
を
離
れ
て
は
道
理
に
合
わ
な
い
こ
と
で

あ
り
、
無
明
は
所
依
止
を
離
れ
て
有
る
に
非
ず
、
ま
た
所
依
止

が
有
染
汚
の
意
を
離
れ
て
は
他
体
は
無
い
の
で
あ
る
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
笈
多
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
偶
頌
と
そ
の
次
の
文
章
に
つ
い
て
な
ぜ
か
な
ん
の
解
釈
も
な
い
。
こ
れ
は
笈
多
訳
と
チ

ベ
ッ
ト
訳
の
形
式
が
本
来
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
壷
そ
の
理
由
と
し
て
、
笈
多
訳
に
は
真
諦
に
よ
っ
て
増

広
付
加
さ
れ
た
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
対
し
て
、
よ
り
正
し
い
訳
出
を
試
み
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
つ
い
て
は
三

漢
訳
本
よ
り
後
代
の
訳
と
い
う
こ
と
か
ら
、
『
世
親
釈
」
の
本
来
の
形
式
は
笈
多
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
の
二
訳
本
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
真
諦
訳
に
あ
る
独
行
無
明
の
偶
頌
以
後
の
解
説
は
真
諦
自
身
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
じ
く
、
玄
英
訳
に
あ
る
解
説

も
玄
笑
が
偶
頌
に
も
注
釈
が
必
要
と
考
え
て
真
諦
訳
を
ま
ね
て
玄
葵
自
身
が
加
え
た
解
説
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
拙
論
「
世
親
造
『
摂
大
乗
講
釈
』
所
知
依
章
の
漢
蔵
対
照
㈲
」
（
『
法
華
文
化
研
究
」
第
十
八
号
、
立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
、
平
成
四
年

チ
ベ
ッ
ト
訳

１

ル
ー
ノ
ワ
レ
テ
ハ

ヲ
ズ
カ
ラ
ベ

蝸
論
日
。
尋
二
第
二
体
一
離
二
阿
梨
耶
識
一
不
し
可
し
得
。
〔
論
日
。
〕
第
三
の
心
の
体
（
昌
冨
‐
の
閏
胃
巴
は
ア
ー
ラ
ャ

稗
日
。
第
一
識
鍵
第
一
謹
塁
我
乳
・
惹
蕊
謂
一
識
此
識
識
を
離
れ
て
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
ア
ー
ラ
ャ
識
は
心
そ

ル
コ
ト
ヲ
ニ
ル
ッ
テ

ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ヲ
ノ

不
し
得
し
起
・
故
知
下
有
二
第
一
識
一
今
成
中
就
第
二
識
上
。
為
し
の
も
の
（
昌
冨
尊
四
）
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ

ハ
サ
ン
ガ
ヲ
ナ
リ

顕
二
第
一
識
一
故
。
を
一
切
の
種
子
と
な
す
こ
と
に
よ
り
、
意
（
ョ
ｍ
旨
い
）
と
識

ノ
ニ

ワ
シ
テ
ス
ト
ッ
テ
ニ
テ
ス
ワ
卜

論
日
。
是
故
阿
梨
耶
識
成
就
為
し
意
。
依
レ
此
以
レ
為
二
種
子
一
（
ぐ
言
習
、
）
と
が
起
る
の
で
あ
る
。

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

（
２
）
長
尾
雅
人
『
摂
大
乗
論
ｌ
和
訳
と
注
解
上
』
（
識
談
社
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
）
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
こ
の
四
つ
の
偶
頌
は
本
来
の
も
の
で
、

そ
の
前
後
の
長
行
は
漢
訳
四
摂
大
乗
論
の
比
較
検
討
か
ら
後
の
も
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
一
○
○
頁
、
一
・
七
Ａ
の
注
仙
参
照
。
（
以
下
、

長
尾
「
摂
論
和
訳
」
と
略
称
）

三
月
）
、
四
十
八
頁
。
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ル
ー
ノ
ヲ
レ
テ

ヲ
ズ
カ
ラ
ル

ー
ノ
ハ

こ
の
箇
所
の
摂
論
の
漢
訳
を
見
る
と
、
真
諦
訳
は
「
尋
二
第
二
体
一
、
離
二
阿
梨
耶
識
一
不
し
可
し
得
。
」
と
あ
り
、
笈
多
訳
は
「
故
心
体

ニ
シ
テ
レ
テ

ワ
ズ
カ
ラ
ル

ノ
ハ
ニ
シ
テ
シ
ル
レ
パ
ヲ
シ
ワ
キ
ル

第
三
、
離
二
阿
梨
耶
識
一
不
し
可
し
得
。
」
と
あ
り
、
玄
笑
訳
は
「
心
体
第
三
、
若
離
二
阿
頼
耶
識
一
無
二
別
可
し
得
一
・
」
と
あ
り
、
仏
陀
扇
多
訳

卜
ピ
ハ
ニ
シ
テ
レ
ズ
ヲ

は
「
心
及
身
第
三
離
二
阿
梨
耶
識
一
」
と
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
「
第
三
の
心
の
体
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
を
離
れ
て
得
ら
れ
な
い
」
と
あ
る
。

こ
の
箇
所
は
真
諦
訳
と
他
漢
訳
と
比
較
し
て
い
る
ノ
、
と
論
究
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
文
章
は
笈
多
訳
・
玄
英
訳
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
一

致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
訳
本
が
原
本
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
誼

こ
の
真
諦
訳
に
対
し
て
、
そ
れ
は
誤
訳
で
あ
る
と
す
る
意
見
と
そ
う
で
は
な
く
真
諦
自
身
の
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
意
見
が

あ
篭
そ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
真
諦
訳
は
誤
訳
で
は
な
く
真
諦
自
身
が
意
図
的
に
訳
出
し
解
説
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
既
に
考
察
し
た
こ
と
を
次
に
略
説
す
缶
一

Ｊ
ｊ

こ
の
岨
は
岨
に
お
い
て
「
意
に
二
種
有
り
」
と
説
い
て
、
そ
の
第
一
意
は
前
滅
後
生
の
意
で
あ
り
、
次
第
縁
依
で
あ
り
、
正
生
識
で
あ

く

り
、
正
生
識
と
現
識
の
依
止
の
意
で
あ
り
、
そ
れ
は
阿
梨
耶
識
で
あ
る
。
第
二
意
は
有
染
汚
意
で
あ
り
、
阿
陀
耶
識
で
あ
る
と
説
い
て
い

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

ガ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ

餘
識
得
し
生
。
〔
鐸
日
。
〕
ま
た
余
に
そ
の
雑
染
（
染
汚
）
の
意
が
無
い
と
は

レ
テ

ヲ
シ
ノ
ノ
ル
モ
ノ
ノ
ト
ピ
ノ
卜

糯
日
。
離
二
第
一
識
一
無
三
別
識
体
為
二
第
二
識
因
及
生
起
識
因
一
。
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）
を
因
と
す
る
意
と
転
識
と
は
起
ら
な
い

ガ
ク
ハ
ノ
ワ
ノ
ハ
な
づ
ク
ニ
ガ
ク
ハ
ノ
ワ
ノ
ハ
ク

佛
説
二
心
名
一
、
此
名
目
二
第
二
識
一
・
佛
説
二
識
名
一
、
此
名
目
二
と
見
ら
れ
る
。
識
と
説
か
れ
る
か
ら
第
二
の
意
と
説
か
れ
る
も

二
ガ
ク
ハ
ノ
ヲ
ノ
ハ
ク
ル
ナ
リ
ニ
ヲ
テ
ノ
ニ

六
識
一
。
佛
説
二
意
名
一
、
此
名
目
二
第
一
識
一
・
何
以
故
、
第
二
の
で
あ
る
。
そ
の
因
に
よ
る
意
が
減
す
る
。
そ
れ
が
意
と
説
か

識
腿
壁
起
魂
蕊
飢
苣
蝿
後
識
諜
舞
卜
仏
褒
第
一
識
生
、
れ
る
の
は
所
得
の
た
め
で
あ
る
。

ニ
ジ

ピ
ク
ズ
ル
ガ
ワ
ニ
イ
テ
ク
卜

及
能
生
二
自
類
一
故
、
説
名
二
意
根
一
・
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１

１

る
。
こ
れ
に
よ
り
第
一
識
は
阿
梨
耶
識
で
あ
る
こ
と
は
蛆
で
明
白
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
岨
で
は
第
二
識
を
解
説
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

’

ｆ

る
。
故
に
「
第
二
の
体
（
第
二
識
）
を
尋
る
に
阿
梨
耶
識
（
第
一
識
）
を
離
れ
て
説
く
べ
か
ら
ず
」
と
解
説
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
識
は
ま
た
種
子
識
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
識
は
「
第
一
識
を
縁
じ
て
我
執
を
起
す
も
の
で
あ
り
、
第
一
識

を
離
れ
て
、
別
の
識
体
の
第
二
識
の
因
及
び
生
起
識
の
因
と
為
る
も
の
無
し
」
と
説
い
て
、
第
二
識
は
阿
陀
那
識
の
因
と
生
起
識
（
前
六

識
）
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
第
二
識
は
染
汚
識
（
有
染
汚
意
）
で
あ
る
と
解
説
す
る
。
そ
の
染
汚
識
を
更
に
二
分
し
て
、
一
に
は

第
一
識
を
依
止
と
す
る
識
（
阿
梨
耶
識
）
で
あ
り
、
二
に
は
第
二
識
を
依
止
と
す
る
有
覆
無
記
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

ノ
ハ
ダ
リ
ノ
ミ

ス
カ
ト

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
識
論
を
真
諦
訳
の
「
顕
識
論
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
．
切
三
界
唯
有
し
識
。
何
者
為
し
識
。
所

ニ
ハ

ニ
ハ

ナ
リ

謂
三
界
。
有
一
↓
二
種
識
一
。
一
者
顕
識
、
二
者
分
別
識
。
」
と
解
説
す
る
。
そ
の
顕
識
と
は
阿
梨
耶
識
で
あ
り
、
分
別
識
は
更
に
二
分
し
て

ユ
ル
ナ
リ
リ
ノ

㈲
有
身
者
識
と
口
受
者
識
と
に
区
別
さ
れ
る
。
有
身
者
識
と
は
我
見
貧
愛
の
為
に
覆
さ
れ
る
も
の
で
染
汚
意
を
意
味
す
る
。
受
者
識
は
更

に
三
分
化
さ
れ
て
、
細
品
（
阿
梨
耶
識
）
、
中
品
（
阿
陀
那
識
）
、
鹿
品
（
前
六
識
）
の
三
品
に
区
分
す
る
。
「
顕
識
論
」
に
お
け
る
分
別

識
こ
そ
が
真
諦
訳
に
説
く
有
染
汚
意
（
阿
陀
那
識
）
で
あ
り
、
染
汚
識
（
有
覆
無
記
性
）
で
あ
っ
て
第
二
識
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
第

二
体
の
意
に
相
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注
（
１
）
長
尾
雅
人
箸
『
摂
大
乗
論
ｌ
和
訳
と
注
解
Ｉ
上
』
（
講
談
社
、
昭
和
五
十
七
年
）
、
一
○
七
頁
、
注
仙
参
照
。

（
２
）
袴
谷
惣
昭
「
冨
画
冨
望
習
回
の
、
日
、
、
言
に
お
け
る
心
意
識
説
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
布
冊
、
昭
和
五
十
三
年
）
、
一
九
八
’
二
○

四
頁
。

武
内
紹
晃
著
「
玲
伽
行
唯
識
学
の
研
究
」
（
百
華
苑
、
昭
和
五
十
四
年
）
、
一
四
二
頁
。

宇
井
伯
寿
「
摂
大
乗
研
究
』
（
岩
波
瞥
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
、
二
四
三
頁
。

勝
呂
信
静
「
弁
中
辺
論
（
三
且
ご
普
厨
ご
一
ｇ
”
ぬ
巴
に
お
け
る
玄
奨
訳
と
真
諦
訳
と
の
思
想
的
相
違
に
つ
い
て
」
（
「
大
崎
学
報
』
二
九
号
、

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）
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１

ガ
ノ
ヲ
イ
ナ
ス
ヤ
ト

ノ
セ
ル
ノ
ナ
ル
ガ

咽
論
日
。
云
何
此
意
復
説
為
し
心
。
多
種
黛
習
種
子
所
聚

ｆ
ナ
リ

故
。

ワ
ハ
ク
ト
ノ
ニ
ハ
リ
ヤ
ノ
ク
ノ
ト

羅
日
。
第
一
識
或
名
二
質
多
一
質
多
名
有
二
何
義
一
。
謂
種
種
義

ピ
ノ
ト
ナ
リ
ト
ハ
う
り
ニ
ハ
ニ
ハ

及
滋
長
義
。
種
種
者
自
有
二
十
義
一
。
一
増
上
緑
、
二
縁
縁
、

ニ
ハ

ニ
ハ
ニ
ハ
ニ
ハ
ニ
ハ
ニ
ハ

三
解
相
、
四
共
作
、
五
染
汚
、
六
業
黛
習
、
七
因
、
八
果
、

ニ
ハ
ニ
ハ
ナ
リ
ノ
ノ
ニ
ル
ガ
ノ
ー
ク
ト

一
一

九
道
、
十
地
。
此
義
中
各
有
二
多
種
義
一
故
名
二
種
種
一
。
滋
長

リ

ニ
ハ
リ
テ
ノ

ス
ル
ニ
ム
ワ
シ
テ
シ
ク
セ
ニ
ハ

有
二
三
義
一
。
一
由
二
此
十
法
聚
集
一
、
令
二
心
相
続
久
住
一
。
ニ

ノ
ハ
ク
ス
ノ
ワ
ニ
ハ
レ
ノ
ノ
セ
ル
ノ
ナ
リ

此
心
能
摂
一
持
一
切
法
種
子
一
。
三
是
種
種
法
黛
習
種
子
之
所
ニ

ス
ル
ト
ハ
ハ
ク

ノ
ナ
リ
ト
ハ
ス
ル
ハ
ク
シ
テ

滋
長
一
。
種
子
者
、
謂
功
能
差
別
因
。
所
二
滋
長
一
者
、
謂
変
異

ル
ナ
リ
ト
ル
ガ
ノ
ー
ニ
ハ
イ
テ

ワ
ク
ト

為
二
三
界
一
。
由
二
此
義
一
故
、
佛
説
二
第
一
識
一
亦
名
二
質
多
一
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
と
笈
多
訳
・
玄
笑
訳
と
は
一
致
す
る
が
、
真
諦
訳
は
異
っ
て
い
る
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

昭
和
四
十
年
）
、
四
九
’
五
○
頁
。

勝
呂
信
静
「
ア
ー
ラ
ヤ
識
説
の
形
成
口
ｌ
マ
ナ
識
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て
」
（
『
国
訳
一
切
経
・
三
蔵
集
第
四
輯
」
、
昭
和
五
十
三
年
）
、
一
四

○
’
一
四
一
頁
。

（
３
）
拙
論
「
真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
阿
黎
耶
識
説
に
つ
い
て
」
（
「
印
仏
研
』
四
十
五
’
二
、
平
成
九
年
三
月
）
二
○
三
’
二
○
六

頁
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

〔
論
日
。
〕
ま
た
云
何
な
る
理
由
で
、
心
と
名
づ
け
ら
れ
る

か
。
種
々
の
諸
法
か
ら
黛
習
の
種
子
が
す
べ
て
積
集
さ
れ
て

い
る
故
で
あ
る
。

〔
鐸
日
〕
ま
た
、
こ
れ
を
訓
釈
す
る
の
は
「
種
々
の
諸
法
か
ら

の
薫
習
の
種
子
が
、
」
と
は
所
取
の
故
で
あ
る
。
そ
の
中
で

「
種
々
」
と
は
種
々
の
差
別
の
こ
と
で
あ
る
。
「
諸
法
か
ら
の
黛

習
の
種
子
」
と
は
功
能
の
差
別
に
よ
る
因
で
あ
る
。
そ
の
も
の

と
は
、
実
に
す
べ
て
の
積
集
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
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真
諦
訳
で
は
、
第
一
識
で
あ
る
質
多
（
昌
冨
、
心
）
に
㈲
種
々
の
義
で
あ
る
十
義
と
㈲
滋
長
の
義
で
あ
る
三
義
と
が
説
か
れ
る
。
こ

の
第
一
識
は
阿
梨
耶
識
の
こ
と
で
あ
る
。
阿
梨
耶
識
の
十
義
と
は
⑩
増
長
縁
、
②
縁
々
（
所
縁
縁
）
、
側
解
相
、
側
共
作
、
⑤
染
汚
、
㈲

業
薫
習
、
例
因
、
⑧
果
、
側
道
、
⑩
地
で
あ
る
。
滋
長
の
義
で
あ
る
三
義
と
は
仙
十
法
聚
集
し
て
心
を
相
続
す
る
、
②
心
は
一
切
法
の
種

子
を
摂
採
す
る
、
⑧
薫
習
す
る
種
子
の
滋
長
と
で
あ
る
。

心
の
滋
長
の
三
義
の
部
分
が
他
の
三
訳
本
と
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ガ
テ

ニ
ル
ヤ
キ
ノ
ワ
ピ
力

川
論
日
。
云
何
於
一
声
聞
乗
一
不
下
説
二
此
心
相
一
、
及
説
中
阿
梨
耶
、
チ
ベ
ッ
ト
訳

ノ
ワ

ナ
ル
ノ
ナ
ル
ガ
ナ
リ

阿
陀
那
名
上
。
微
細
境
界
所
摂
故
。
〔
論
日
。
〕
ど
う
し
て
声
聞
乗
に
お
い
て
は
、
そ
の
心
を
ア
ー

イ
ワ
フ
ノ
ワ
ハ
ジ
テ
フ
ニ
ノ
ハ
ナ
ノ

間
澤
日
。
問
し
名
問
二
名
体
一
。
答
通
答
二
両
問
一
・
此
識
於
二
所
知
ラ
ヤ
識
と
名
づ
け
、
或
は
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
と
名
づ
け
て
説
か

一
一

ナ
リ
テ
ノ
ザ
ル
ノ
ー
ニ
ノ
モ
レ
ナ
リ
シ

中
一
、
最
微
細
。
以
レ
非
二
二
乗
所
縁
一
故
、
此
識
亦
是
境
界
。
若
な
い
の
か
。
こ
れ
は
微
細
な
る
境
の
摂
せ
ら
れ
る
故
で
あ
る
。

ム
ル
ワ
ハ
ズ
ク
ス
ペ
シ
ノ
ニ
ノ
ハ
レ
ノ
ノ

求
二
仏
果
一
人
、
必
須
レ
通
二
達
此
識
一
。
此
識
是
応
知
等
九
義
所
諸
の
声
聞
乗
は
一
切
の
境
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

依
蔵
故
、
故
名
二
所
摂
一
。
復
次
、
菩
薩
有
二
微
細
境
界
蔵
一
。
て
目
標
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
吐
そ
れ
故
に
、
そ
れ
ら
に

ノ
ナ
ル
ガ
ニ
ニ
ク
ト

ー
ニ
ハ
リ
ナ
ル

此
蔽
鵜
解
樅
風
一
微
細
瀞
界
胤
捜
一
。
対
し
て
そ
れ
が
説
か
れ
な
く
て
も
〔
声
聞
乗
と
し
て
の
〕
智

リ
ナ
ノ
ニ
ノ
ハ
シ
シ
テ

メ
ニ
ル
コ
ト

ヲ

論
日
。
何
以
故
、
声
聞
人
無
下
有
二
勝
位
一
為
得
中
一
切
智
智
上
。
は
成
就
す
る
の
で
あ
り
、
解
脱
も
成
就
す
る
為
に
説
か
れ
な

ノ
ニ
テ
ハ

ニ
ル
ヤ
カ
ノ
ワ

ノ
ハ
シ
テ

⑧
澤
日
。
何
故
於
二
声
聞
乗
一
不
レ
説
二
微
細
境
界
一
。
声
聞
人
不
し
い
。

サ
シ
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ
ラ
ン
ト
ノ
ヲ

ハ
ダ
ス
ガ
ノ
ミ
ワ
ナ
リ

作
四
正
勤
三
求
知
二
如
来
境
界
一
、
修
行
唯
為
二
自
利
一
故
。
諸
の
菩
薩
は
一
切
の
境
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

ノ
ノ
ノ
ハ
リ
テ
ノ
ノ
ノ
ー
ナ
リ
レ
バ
ス
ル
コ
ト
ワ

諸
声
聞
人
惑
障
由
二
苦
等
智
鹿
淺
観
行
一
、
可
レ
得
二
除
滅
一
。
て
目
標
に
し
て
い
る
。
そ
の
故
に
、
彼
等
に
対
し
て
そ
れ
を

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

ノ
ニ
テ
ハ
ノ
ー
レ
テ
ノ
ワ
ツ
ナ
ス
ル
ニ
ワ

論
日
。
是
故
於
二
声
聞
人
一
、
離
二
此
説
一
由
し
成
二
就
智
一
、
説
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
智
が
無
く
て
は
一
切
智
者
の
智
を
証

ム
ル
ガ
ヲ
ナ
ラ
ニ
ズ
メ
ー
カ

令
二
本
願
円
満
一
故
不
二
為
説
一
・
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

ハ
ル
ノ
ハ

ニ
シ
テ
ム
ル
ワ
カ
ン
コ
ト
ヲ
ノ
ワ

ｐ
舞
日
。
諸
仏
見
三
声
聞
人
少
欲
智
足
、
求
レ
除
二
自
惑
障
一
・

〔
釈
日
。
〕
「
微
細
な
る
境
の
す
べ
て
の
摂
せ
ら
れ
る
故
で
あ
る
。
」

ノ
ハ
シ
レ
テ
ノ
ヲ
ツ
テ
ノ
ー
シ
ル
ス
ル
コ
ト
ワ
ハ
ル
モ
ス
ル
コ
ト
ヲ

此
障
若
離
二
此
智
一
由
二
餘
智
一
可
レ
得
二
滅
除
一
、
本
願
得
し
成
、
と
は
、
そ
れ
は
微
細
で
あ
り
、
境
で
あ
る
か
ら
微
細
な
る
境
で
あ
っ

ズ
サ
ス
ル
コ
ト
ワ
ノ
ワ
ズ
セ
メ
テ
ノ
ヲ
ス
ル
コ
ト
ワ

不
し
為
し
解
二
脱
他
障
一
、
不
し
發
下
願
求
二
如
来
法
身
一
修
行
て
、
微
細
な
る
境
の
中
に
在
り
、
或
は
難
解
の
た
め
で
あ
る
。
声

ノ
ノ
ワ
ニ
ズ
ニ
カ

微
細
甚
深
道
上
。
故
不
二
為
説
一
。
聞
は
一
切
の
境
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
意
味
を
求
め
な
い
で
、
た

ノ
ハ
ニ
ツ
テ
メ
ニ
ベ
キ
ガ
ワ
ニ

論
日
。
諸
菩
薩
応
有
二
勝
位
一
、
為
得
二
一
切
智
智
一
故
、
だ
単
に
自
身
の
義
利
（
自
利
）
の
因
に
よ
り
、
そ
れ
ら
は
鹿
で
あ

八
脚
ニ
ク

仏
為
説
。
る
苦
等
の
智
に
よ
っ
て
永
く
煩
悩
陣
を
断
ず
る
。
〔
こ
れ
に
対
し

ノ
ハ
ム
ル
ガ
セ
ン
コ
ト
ヲ
ノ
ト
ビ
ワ
二

⑪
繰
日
。
諸
菩
薩
求
レ
滅
二
自
他
惑
障
及
智
障
一
故
、
修
行
正
て
〕
菩
薩
は
諸
の
自
〔
利
〕
と
他
〔
利
〕
を
行
う
。

こ
の
箇
所
の
真
諦
訳
の
釈
日
の
部
分
を
㈹
⑧
。
⑪
⑧
に
五
分
し
た
。
そ
の
中
で
、
⑧
と
⑪
と
が
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
に
相
応
す
る
。
そ
し
て
、

㈲
。
⑧
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
に
な
く
、
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
五
分
は
㈹
と
⑧
。
と
⑨
⑧
と
の
三
分
に
ま
と
め
る

シ
ル
レ
バ

ノ
ヲ

ノ
ノ
ハ
チ
ズ
エ
ズ
ル
コ
ト
ワ

⑧
鐸
日
。
若
離
二
甚
深
微
細
境
一
、
十
種
次
第
修
則
不
し
得
し
成
。

シ
レ
テ
ノ
ワ

ハ
ク
キ
ハ
キ
コ
ト
ハ
シ
ル
コ
ト
ノ

若
離
二
此
修
一
心
煩
悩
易
し
除
、
法
身
易
し
得
、
無
し
有
二
此
義
一
。

ス
ル
ガ
ニ
二

勤
故
、
為
二

論
日
。
何

ノ
こ
と
わ
り

是
虚
一
・

ニ
ノ
ノ
ク

為
二
諸
菩
薩
一
説
。

ワ
テ
ノ
ニ
シ
・

何
以
故
、
若
錐シ

レ
テ
ノ
ヲ
ム
コ
ト

ワ
シ
ル
コ
ト

若
離
二
此
智
一
、
得
二
無
上
菩
提
一
無
し
有
二
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こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
㈹
で
は
仏
果
を
求
め
る
人
（
菩
薩
）
は
必
ず
阿
梨
耶
識
と
阿
陀
那
識
に
通
達
す
る
。
そ
し
て
こ
の
識
は

「
摂
大
乗
論
」
に
説
か
れ
る
「
応
知
等
の
九
義
の
所
依
の
蔵
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
微
細
な
る
境
界
蔵
で
あ
る
と
説
く
。
⑧
。
で
は
、
声
聞

人
は
如
来
の
境
界
を
知
る
こ
と
を
勤
求
し
な
い
で
、
た
だ
自
利
だ
け
を
求
め
る
。
ま
た
声
聞
人
は
少
欲
知
足
に
満
足
し
て
、
如
来
の
法
身

を
求
め
て
微
細
な
る
甚
深
の
道
を
修
行
す
る
こ
と
を
発
願
し
な
い
と
説
く
。
、
⑧
で
は
、
菩
薩
は
自
利
利
他
の
た
め
に
煩
悩
障
と
所
知
障

を
減
す
る
こ
と
を
求
め
て
修
行
正
勤
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
摂
論
」
に
説
か
れ
る
十
種
の
勝
相
を
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易

に
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

１

二
ノ
ハ
ー
ナ
ハ

ニ
シ
一
丁
ニ
ワ
シ
テ
ハ
ス

㈹
山
論
日
。
復
次
、
此
識
於
二
声
聞
乗
一
、
由
二
別
名
一
如
来
曽
顕
。
〔
論
日
・
〕
ま
た
次
に
、
声
聞
乗
中
に
お
い
て
も
同
義
語

り
ノ

シ
ズ
ノ
ハ
レ
リ
ト
ワ
テ
ノ
ニ

澤
日
。
復
、
有
二
別
道
理
一
。
可
し
信
二
此
識
是
有
一
・
何
以
故
、
（
異
門
）
に
よ
り
、
ア
ー
ラ
ャ
識
は
説
か
れ
る
。
『
増
一
阿

ナ
モ

ニ
ノ
ハ
ッ
テ
二

二
ス
レ
バ
ナ
リ

於
三
声
聞
乗
一
此
義
由
二
別
名
一
、
虚
虚
顕
現
。
含
〔
経
こ
の
「
如
来
出
現
四
種
功
徳
経
」
の
中
に
「
有

・
ソ

ニ
フ
ガ
テ
ニ
ど
こ
ワ

⑧
論
日
。
如
二
増
一
阿
含
経
言
一
。
於
二
世
間
一
喜
二
楽
阿
梨
耶
一
、
情
は
ア
ー
ラ
ヤ
を
愛
し
（
巴
ご
口
出
国
目
巴
、
〔
ア
ー
ラ
ヤ

シ

ヲ
シ

ワ
ス

ニ
ニ
セ
ン
ガ

愛
二
阿
梨
耶
一
、
習
二
阿
梨
耶
一
、
著
二
阿
梨
耶
一
、
為
し
滅
二
阿
梨
を
楽
し
み
（
樫
、
旨
‐
昌
冨
）
〕
、
ア
ー
ラ
ヤ
を
喜
び

ワ

ハ
ク
ワ

耶
一
、
如
来
説
二
正
法
一
。
（
巴
昌
画
‐
の
画
昌
ョ
且
詳
巴
、
ア
ー
ラ
ヤ
を
喜
悦
す
る
（
巴
”
怠
‐

ハ
シ
テ
キ
ワ
ニ
テ
ヲ
シ
テ

鐸
日
。
初
句
略
説
二
根
本
一
、
後
以
二
三
句
一
、
約
二
現
在
、
過
去
、
号
亘
呂
ョ
巴
。
ア
ー
ラ
ャ
を
断
ぜ
ん
が
為
に
、
〔
正
〕
法
を

二
ニ
ク
ス
ワ
ス
ト
ハ
ニ
シ
ニ
ス
ト
ハ

未
来
一
、
更
広
鐸
し
之
。
著
二
阿
梨
耶
一
者
、
約
二
現
在
世
一
、
習
二
説
く
時
に
、
〔
声
聞
は
〕
聞
か
ん
と
欲
し
て
耳
を
か
た
む
け

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

注
（
１
）
長
尾
「
摂
論
和
訳
」
、
二
三
頁
注
②
参
照
。
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

ワ

シ

ニ
ス
ト
ハ
ワ
ス
ル
ナ
リ
二

阿
梨
耶
一
者
、
約
二
過
去
世
一
、
愛
二
阿
梨
耶
一
者
、
約
二
未
来
世
一
。
て
、
遍
く
知
ら
ん
と
し
て
心
を
喚
ぴ
起
し
、
法
に
か
な
う
と

リ

ピ
フ
ト
ハ
ヲ
レ
ナ
リ
ガ

復
、
有
二
別
羅
一
・
喜
二
楽
阿
梨
耶
一
是
現
在
世
。
云
何
現
在
こ
ろ
の
法
（
善
行
）
を
成
就
す
る
。
如
来
が
こ
の
世
間
に
出

ナ
ル
ヤ
ピ
フ
ハ
ワ
ル
ガ

ニ
セ
ル
ニ
ニ
ナ
リ
リ
テ
卜

世
。
喜
二
楽
阿
梨
耶
一
由
三
過
去
世
著
二
阿
梨
耶
一
故
。
由
三
過
去
現
現
し
た
時
に
は
、
こ
の
不
思
議
未
曽
有
の
法
も
世
間
に
起
る
」

ト
ー
セ
ル
ニ
ヲ
ノ
ニ
ハ
ス

ワ

在
数
二
習
阿
梨
耶
一
、
是
故
未
来
愛
二
阿
梨
耶
一
。
と
説
く
が
如
き
で
あ
る
。
こ
の
同
義
語
に
よ
っ
て
、
ア
ー
ラ

ニ
ハ
ス
ノ
ハ
ズ
ト
ナ
ラ
シ
レ
パ
ナ
ラ
ガ
リ
ヤ

。
復
次
、
或
執
二
此
四
句
義
不
ウ
異
。
若
不
レ
異
、
云
何
有
二
四
句
一
。

ヤ
識
は
声
聞
乗
中
に
も
説
か
れ
て
い
る
。

シ

ニ
ノ
ス
・
リ
ノ

ク
ト
ト
ナ
リ

如
二
決
定
蔵
論
所
ｃ
明
。
有
二
二
種
愛
一
、
謂
有
愛
無
有
愛
。
有
ま
た
大
衆
部
の
阿
含
に
よ
っ
て
も
、
根
本
識
と
名
づ
け
ら

撚
幽
一
界
寒
テ
無
有
蕊
諏
勢
ゴ
界
砿
・
喜
鶏
苛
這
心
れ
る
し
、
同
義
語
と
し
て
も
そ
の
如
く
に
そ
れ
〔
ア
ー
ラ
ャ
〕

ジ
テ
レ
バ
ニ
ジ
テ
ノ
ワ
ジ
ワ
ジ
テ
ノ
ヲ
ズ
ヲ

生
在
二
欲
界
一
、
縁
二
已
得
塵
一
生
し
喜
、
縁
二
未
得
塵
一
生
し
楽
。
が
説
か
れ
る
、
〔
替
え
ば
根
本
と
は
〕
そ
の
根
を
所
依
と
し

ト
ハ
シ
ガ
ジ
テ
レ
バ
ニ
ダ
レ
ザ
ル
ワ
一
天
シ
テ
ノ
ト

著
者
、
若
人
生
在
二
色
界
一
、
未
し
離
し
欲
色
界
、
食
二
著
色
界
生
て
樹
幹
が
あ
る
が
如
き
で
あ
る
。

ピ
ノ
ト
ニ
ツ
テ
ニ
タ
ル
ノ
ー
テ
ニ
ジ
ワ
ズ
ハ
ノ

及
色
界
塵
一
由
二
已
得
色
界
定
一
、
於
レ
定
生
し
染
、
不
し
楽
二
所
し
化
地
部
の
阿
含
に
よ
っ
て
も
、
窮
生
死
の
諸
謹
と
名
づ
け

表
鶴
室
、
鱗
屯
錘
蕊
解
蝋
故
誠
鐸
毒
習
苛
若
堀
ら
れ
る
し
、
そ
の
同
義
語
と
し
て
ま
た
そ
の
如
く
説
か
れ
て

ゼ
バ
ニ
ダ
レ
ザ
ル
ヲ
ニ
ハ
ニ
ク
ジ
テ
ノ
ヲ

生
二
無
色
界
一
、
未
し
離
し
欲
無
色
界
、
先
且
観
二
欲
界
過
失
一
、
い
る
。
〔
臂
え
ば
〕
あ
る
処
に
、
あ
る
時
に
、
色
と
心
が
断

ジ
ノ
ヲ
ニ
ジ
テ
ノ
ワ
テ
テ
ノ
ワ
ズ

ノ
ヲ

生
二
色
界
欲
一
、
後
観
二
色
界
過
失
一
捨
二
色
界
欲
一
生
二
無
色
界
欲
一
。

ず
る
の
を
見
る
け
れ
ど
も
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
に
お
い
て
は
、
そ

ノ
ハ
ッ
テ
ス
ル
ニ
ワ
ル
ル
ガ
ゼ
ニ
イ
テ
ク
ト
ノ
ハ
ケ
ト
ッ
テ

此
欲
由
し
習
二
諸
定
一
所
し
成
故
説
名
し
習
。
此
三
名
二
有
愛
一
、
依
二

の
種
子
が
断
絶
し
な
い
が
為
で
あ
る
。

ニ
ル
ト
ハ

常
見
一
起
・
愛
者
、
蕊
知
灸
繊
遥
最
愛
。
諄
識
一
・
虫
〔
釈
日
。
二
有
情
は
ア
ー
ラ
ャ
を
愛
す
」
と
は
、
総
標
の

シ
テ
ワ
ム
ル
ガ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
ニ
ゼ
ニ
イ
テ
ク
ト
ノ
ハ
チ
ニ
シ
テ

執
二
断
見
一
求
レ
不
二
更
生
一
故
説
名
し
愛
。
此
一
即
無
有
愛
、
〔
初
め
の
〕
の
句
で
あ
る
。
現
在
と
過
去
と
未
来
の
三
時
の
次

ツ
テ
ニ
ル

依
二
断
見
一
起
。
第
の
如
く
、
補
う
べ
き
語
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
ま
た
別
義
に
、
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ハ
シ
テ
ニ
シ
ワ
ハ
シ
テ
ニ
ス
ワ
チ
卜

或
約
二
四
倒
一
瀞
二
四
句
一
、
或
約
二
四
愛
一
鐸
二
四
句
一
、
即
飲
食
「
ア
ー
ラ
ャ
を
愛
す
る
」
と
は
現
在
の
こ
と
で
あ
る
、
「
ア
ー
ラ

ト
ト
ト
ト
ノ
ナ
リ

衣
服
住
虚
、
有
無
有
愛
。
ャ
を
楽
し
む
」
と
は
過
去
世
に
お
い
て
で
あ
る
。
先
世
に
ア
ー

ハ
シ
ハ
シ
ノ
ワ
ト
ワ
シ
テ
セ
ノ
ワ
ハ
シ
ハ
サ
ン
ト

或
欲
丁
顕
自
法
辮
一
令
丙
弟
子
得
乙
法
癖
因
甲
、
或
欲
レ
顕
三
一
ラ
ャ
を
楽
し
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
今
世
（
現
在
）
に
ア
ー
ラ
ャ

ニ
ル
コ
ト
ヲ

ハ
シ
ト
ノ
ヲ
シ
テ
・
ン
ル
ル
モ
ノ
ワ
ッ
テ
二

義
有
一
《
多
名
一
、
或
欲
レ
令
下
鈍
根
人
若
忘
二
此
義
一
由
二
別
名
一
を
喜
ぶ
の
で
あ
る
。
ア
ー
ラ
ャ
を
楽
し
み
、
或
は
ア
ー
ラ
ャ
を

ツ
テ
セ
ス
ル
コ
ト
ワ
ハ
シ
ト
ノ
ワ
シ
テ
ル
ガ
ネ
テ
ク
コ
ト
ニ
ワ
ニ
セ
ヲ

還
得
七
億
、
或
欲
レ
令
下
鈍
根
人
因
二
重
説
．
名
故
得
七
解
、
喜
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
未
来
世
に
お
い
て
も
ア
ー
ラ
ャ
を
喜
悦
す

ハ
ス
ル
ガ
ト
ノ
ヲ
シ
テ
シ
ル
モ
セ
ワ
ツ
テ
ニ
シ
ヲ
二

或
欲
レ
令
下
別
方
弟
子
若
不
レ
解
二
一
名
一
、
由
二
餘
名
一
得
も
解
故
る
の
で
あ
る
。
「
法
に
か
な
う
と
こ
ろ
の
法
（
善
行
）
」
と
は
教

ク
ワ
ハ
ル
モ
ハ
ジ

説
二
四
句
一
。
名
異
義
同
。
え
の
如
く
に
生
ず
る
。

ハ
ブ
カ
ン
コ
ト
ヲ

論
日
。
世
間
楽
し
聴
、
ま
た
、
〔
大
衆
部
の
中
で
〕
根
本
識
と
い
う
を
生
ず
る
。
そ

ル
ナ
リ
ノ
ー

稗
日
。
依
二
信
智
両
根
一
。
の
同
義
語
に
よ
っ
て
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
説
い
て
、
〔
根
を
所

二
シ
ヲ

論
日
。
故
属
し
耳
、
依
と
す
る
樹
幹
が
あ
る
が
如
き
で
あ
る
」
と
説
く
中
で
、
そ
こ

ハ
ス
ル
ル
コ
ト
ワ
ノ
ワ
チ
レ
ナ
リ

縁
日
。
顕
レ
離
二
散
乱
心
一
、
即
是
定
根
。
に
お
い
て
、
根
本
識
と
は
一
切
の
識
の
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

シ
テ
シ
ラ
ン
ト

論
日
。
作
意
欲
し
知
、
替
え
ば
、
樹
の
根
は
枝
な
ど
の
因
の
ご
と
き
で
あ
る
。
根
が
無

ハ
ス
シ
ナ
ワ
ル
コ
ト
ヲ
ナ
ラ
チ
レ
ナ
リ

輝
日
。
顕
下
起
二
恭
敬
一
不
中
放
逸
上
。
即
是
念
根
。
け
れ
ば
枝
な
ど
も
生
ず
る
こ
と
が
無
い
如
く
に
、
ア
ー
ラ
ャ
識

シ
テ
ヲ

論
日
。
生
二
起
正
勤
一
、
と
は
根
本
識
の
こ
と
で
あ
る
。

ツ
テ
ニ
シ
ナ
ワ
テ
ワ
ル
ワ
チ
レ
ナ
リ
ノ

穆
日
。
因
し
此
起
二
勇
猛
一
。
捨
レ
悪
取
レ
善
。
即
是
精
進
根
。
此
〔
化
地
部
の
〕
「
窮
生
死
の
諸
慈
と
い
う
を
生
ず
る
、
ま
た

二
ハ
ス
レ
チ
ナ
リ

中
所
し
明
是
即
三
慧
。
そ
の
同
義
語
に
よ
っ
て
も
亦
と
い
う
中
で
、
ま
た
窮
生
死
の
諸

サ
ニ
ル
ス
ル
コ
ト
ワ
ワ

論
日
。
方
得
し
滅
二
壷
阿
梨
耶
一
。
蕊
」
な
る
も
の
が
そ
の
も
の
と
し
て
在
る
。

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）
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(D)

イ
テ
ヲ
ナ
リ
セ
ヲ

説
し
名
不
レ
鐸
し
義
。

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

レ
ハ
ス
ワ
チ
レ

ナ
リ

羅
日
。
此
明
二
道
果
一
。
即
是
識
無
生
智
。
そ
れ
故
に
「
有
る
処
」
と
は
無
色
界
に
お
け
る
色
で
あ
る
。

ス
ノ
ト
ビ
ヲ

論
日
。
乃
至
、
受
二
行
如
来
正
法
及
似
法
一
。
「
有
る
時
」
と
は
あ
る
人
々
は
三
昧
の
分
位
に
お
い
て
、
醤
え

ク
ニ
ノ
ズ
ワ
ク
ス
ト
ノ
ワ

ワ
シ

鐸
日
。
如
レ
教
而
行
。
是
名
し
受
一
行
如
来
所
説
一
・
名
句
味
稲
二
ぱ
、
無
想
定
の
如
き
で
あ
る
。
「
ア
ー
ラ
ャ
識
の
中
に
お
い
て

ト

ノ
ノ
な
づ
ク
ル
ワ
ス
ト
ー
ハ
ヒ

正
法
一
、
名
句
味
所
し
目
義
称
一
似
法
一
。
復
次
、
正
法
謂
二
正
は
、
そ
の
種
子
が
断
絶
し
な
い
」
と
い
う
中
で
、
色
と
心
の
重

ワ

ハ
フ
ト
ト
ワ
ニ
ハ
プ
テ
ワ
シ
卜

説
一
・
似
法
謂
二
正
行
正
得
一
・
復
次
、
正
法
以
二
阿
含
一
為
し
体
、
習
の
因
は
後
有
の
業
に
よ
り
色
と
心
と
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る

ハ
テ
ワ
ス
卜

似
法
以
一
所
得
一
為
し
体
。
う
。

ツ
ナ
ノ
ー
ノ

ナ
ル

ノ
ハ
ナ

論
日
。
由
二
如
来
出
世
一
是
第
一
希
有
、
不
可
思
議
法
於
二
世

二
セ
リ
シ
ノ
ノ

ニ
ハ
プ
テ

間
一
顕
現
。
如
二
本
識
一
、
此
如
来
出
世
四
種
功
徳
経
由
二
別

二
ナ

ニ
ノ
ヲ
ニ
セ
リ

義
一
於
一
声
聞
乗
一
此
識
已
顕
現
。

ニ
リ

ニ
ハ

ハ
、
ン
カ
ン
ト
ノ
ノ
ノ

羅
日
。
別
義
有
三
三
種
一
・
一
別
意
、
如
来
欲
し
説
二
自
出
世
功

ヲ
ザ
ル
モ
ス
ル
ニ
ハ
ス
コ
ト
ヲ

ワ
ノ
ハ

ト
ス
ル
ガ

徳
一
、
非
し
欲
し
顕
二
阿
梨
耶
識
一
、
此
識
與
一
》
功
徳
一
相
応

二
ク
ノ
ワ
ニ
ハ

ハ
ダ
イ
テ
ノ
ミ
ヲ
ズ
カ
ヲ
ニ
ハ

故
説
一
此
識
一
。
二
別
名
、
如
来
但
説
レ
名
不
レ
説
し
義
。
三
別
義
、

ナ
ル
ノ
ニ
シ
テ
テ
ハ
ニ
ズ
・
ン
カ
サ
ク
ニ
ダ
ル
ガ
ト
ス
ル
ニ
ニ

微
細
境
所
摂
、
於
一
》
二
乗
一
不
し
宜
レ
説
。
但
由
二
義
相
応
一
故
、

巻
第
二
、
塞

衆
名
章
鴎
）

論
日
。
復
玲

鐸
一
一

復
次
、

依
止
勝
相
衆
名
品
之
二

ノ
ノ
ニ
ッ
テ
ナ
ル
二

摩
訶
僧
祇
部
阿
含
中
、
由
一
根
本
識
別
名
一
、
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こ
の
箇
所
は
真
諦
訳
と
他
の
訳
と
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
玄
葵
訳
は
巻
第
二
の
初
め
で
あ
り
、
「
所
知
依
分
第
二
之
二
」
の
箇

所
で
あ
る
。
し
か
し
、
真
諦
訳
で
は
、
ま
だ
巻
第
一
が
終
ら
ず
、
し
か
も
巻
第
二
の
「
釈
依
止
勝
相
衆
名
品
之
二
」
を
中
に
挾
ん
で
い

る
。
笈
多
訳
に
は
区
別
は
な
い
。
玄
英
訳
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
相
応
し
て
い
る
。
真
諦
訳
に
注
意
を
置
く
と
他
訳
と
多
く
異
っ
て
い
る
。

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

ノ
ヲ
セ
リ
ヘ
バ
シ
ノ
ル
ガ
二

此
識
顕
現
。
替
如
二
樹
依
匡
根
。

ノ
ハ
ル
ガ
ノ
ノ
ト
ー

耀
日
。
此
識
為
二
一
切
識
因
一
故
、

ノ
ハ
ル
ガ
ノ
ノ
ト
ー

レ
ノ
ナ
リ
ヘ
バ
シ
ノ

鐸
日
。
此
識
為
二
一
切
識
因
一
故
、
是
諸
識
根
本
。
臂
如
二
樹
根
一
。

ノ
ワ
ス
ル
イ
テ
ク
ト
シ
ル
レ
バ
ノ
ワ
ハ

芽
節
枝
葉
等
所
二
依
止
一
説
名
一
樹
根
一
。
若
離
一
此
根
一
芽
等
不
し

成
。
此
識
為
呈
餘
識
根

そ

論
日
。
彌
沙
塞
部
亦

ヲ
テ
ノ
ニ
ハ
ト
ピ
ト

何
以
故
、
或
色
及
心

ハ
シ
ル
コ
ト

種
子
無
し
有
二
断
絶
一
・ モ

ン
ガ
イ
ナ
ノ
ヲ
ス
ヤ

ハ
デ

稗
日
。
云
何
説
一
↓
此
識
一
為
一
窮
生
死
陰
一
。
生
死
陰
不
し
出
三
色

ワ
ハ
ル
ハ
ル
モ
ノ
ニ
ハ

ス
シ

ノ
そ

心
一
。
色
有
時
有
、
諸
定
中
相
続
断
絶
、
如
一
↓
無
色
界
一
・
心
亦

ル
ニ
ハ
ル
モ
ノ
ー

ス
シ

ノ
テ
ハ

有
時
有
、
諸
定
中
相
続
断
絶
、
如
二
無
想
天
等
一
・
於
二
阿
梨
耶

一
一

ノ
ハ
・
ン
ル
コ
ト

ヲ
テ
ノ
ニ
ル
ガ
ノ
セ
ル

識
中
一
、
色
心
種
子
無
し
有
一
断
絶
一
。
何
以
故
、
由
下
此
黛
習
種

ハ
一
ア
ハ

ニ
ニ
リ
テ
ル
ー
キ
ー
ノ
ハ
ッ
テ
ニ
シ

子
、
於
窮
生
死
陰
一
恒
在
不
七
蓋
故
、
後
時
色
心
因
し
此
還
生
、

草
テ
ハ

ノ
ニ
ノ
ハ
ル
ガ
キ
ー
ク

ト

於
一
無
餘
浬
薬
前
一
、
此
陰
不
レ
蓋
故
名
二
窮
生
死
陰
一
。

ぜ
ノ
ノ
ル
コ
ト
モ
ノ
ト
ナ
リ

宅
此
識
為
二
餘
識
根
本
一
亦
爾
。

テ
ワ
ケ
リ
ノ
ワ
ク

ナ
リ

彌
沙
塞
部
亦
以
二
別
名
一
説
二
此
識
一
、
謂
窮
生
死
陰
。

一
ハ
ト
ピ
ト
ハ
ル
ハ
ル
ト
ト
ヲ
ノ
ノ
ノ

、
或
色
及
心
有
時
見
一
相
続
断
〔
絶
一
〕
、
此
心
中
彼

(5ノ）



三
に
は
、
阿
梨
耶
を
喜
楽
す
る
を
現
在
世
と
す
る
。
そ
の
現
在
世
と
は
過
去
世
に
阿
梨
耶
に
著
し
た
こ
と
で
あ
り
、
過
去
世
と
現
在
世

と
に
阿
梨
耶
を
数
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
来
世
の
阿
梨
耶
を
愛
す
る
と
説
く
。

以
上
の
三
種
の
注
解
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
一
で
は
愛
（
現
在
世
）
、
習
（
過
去
世
）
、
著
（
未
来
世
）
と
の
順
序
で
阿
梨
耶
の
三
世

を
観
じ
、
二
で
は
著
（
現
在
世
）
、
習
（
過
去
世
）
、
愛
（
未
来
世
）
と
の
順
序
で
阿
黎
耶
の
三
世
を
観
ず
る
と
解
説
す
る
。
一
と
二
で
は

こ
の
「
増
一
阿
含
経
』
の
四
阿
梨
耶
を
説
く
引
用
文
は
既
に
パ
ー
リ
語
の
文
献
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
も

相
応
す
篭
そ
れ
に
よ
れ
ば
ア
ー
ラ
ャ
を
愛
し
（
脚
垣
煙
‐
腎
腎
目
．
真
諦
訳
喜
楽
）
、
ア
ー
ラ
ャ
を
楽
し
み
（
：
雪
”
‐
『
画
冨
々
真
諦
訳
、

愛
）
、
ア
ー
ラ
ャ
を
喜
び
（
巴
画
旨
‐
の
画
昌
ョ
屋
氏
冨
々
真
諦
訳
、
習
）
、
ア
ー
ラ
ャ
を
喜
悦
す
る
（
巴
異
画
‐
呂
言
愚
日
Ｐ
ゞ
真
諦
訳
、
著
）
と

い
っ
て
、
四
阿
梨
耶
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
阿
梨
耶
と
は
『
世
親
釈
」
に
よ
れ
ば
愛
着
処
で
あ
り
そ
れ
に
関
し
て
七
種
の
注
釈
が
あ
る
。

そ
れ
ら
の
阿
梨
耶
は
過
去
現
在
未
来
の
三
世
に
わ
た
っ
て
相
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
初
め
に
真
諦
訳
に
よ
る
四
阿
梨
耶
と
三
世
と
の
関
係

に
つ
い
て
⑧
の
部
分
を
解
説
し
て
み
よ
う
。

一
に
は
、
阿
梨
耶
を
喜
楽
す
る
を
根
本
（
総
標
）
と
し
て
、
阿
梨
耶
を
愛
す
を
現
在
世
、
阿
梨
耶
を
習
す
を
過
去
世
、
阿
梨
耶
を
著
す

に
は
、
阿
梨
耶
を
雪

引
く
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

チ
ベ
ッ
ト
訳
・
玄
英
訳
に
相
応
す
る
箇
所
は
⑧
と
ｐ
と
の
部
分
に
当
る
。
し
か
し
、
、
の
後
半
は
少
し
異
る
。
仰
と
。
と
の
部
分
は
他

訳
本
に
は
な
い
。
特
に
○
の
部
分
は
長
文
の
解
釈
に
な
っ
て
い
る
・
○
の
初
め
に
「
決
定
蔵
論
」
の
名
前
が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
注
意
を

二
に
は
〔
阿
到

世
と
す
る
。
〔
阿
梨

を
未
来
世
と
す
る
。

耶
を
喜
楽
す
る
を
根
本
と
し
て
〕
、
阿
梨
耶
を
著
す
を
現
在
世
、
阿
梨
耶
を
習
す
を
過
去
世
、
阿
梨
耶
を
愛
す
を
未
来

(鰯）



阿
梨
耶
の
三
世
観
が
全
く
逆
に
な
っ
て
い
て
順
逆
の
二
観
と
な
っ
て
い
る
。
玄
英
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
一
と
三
の
注
釈
は
あ
る
が
、
二

の
注
釈
は
な
く
、
二
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
解
釈
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
⑧
の
部
分
は
他
訳
に
全
く
無
く
、
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
解
釈
で
あ
る
。
次
に
阿
梨
耶
の
四
句
に
つ
い
て
、
『
決
定
蔵
論
」

の
中
に
解
説
が
あ
る
と
説
く
。
し
か
し
、
現
在
存
「
決
定
蔵
論
』
三
巻
に
は
⑥
ほ
部
分
の
解
釈
は
見
当
ら
な
い
。
初
め
に
⑧
の
部
分
の
内

容
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
愛
に
有
愛
と
無
有
愛
と
の
二
種
が
あ
る
と
説
き
、
有
愛
と
は
三
界
の
愛
で
あ
り
、
無
有
愛
と
は
三
界
断
の
愛
で

あ
る
と
説
く
。
次
に
有
愛
の
三
界
愛
を
明
す
。
喜
楽
と
は
、
若
し
人
が
生
じ
て
欲
界
に
在
れ
ば
已
得
の
塵
を
縁
じ
て
喜
を
生
じ
及
び
未
得

の
塵
を
縁
じ
て
楽
を
生
ず
る
と
説
く
。
著
と
は
、
若
し
人
が
生
じ
て
色
界
に
在
れ
ば
未
離
欲
の
色
界
に
は
色
界
の
生
と
色
界
の
塵
と
に
貧

著
し
て
、
已
得
の
色
界
の
定
に
於
い
て
染
汚
を
生
じ
及
び
未
得
の
定
を
楽
（
願
）
は
ず
、
色
界
定
に
於
い
て
執
着
し
て
あ
た
か
も
解
脱
し

た
か
の
よ
う
に
説
く
こ
と
を
著
と
説
く
。
習
と
は
、
若
し
人
が
無
色
界
に
生
じ
て
在
れ
ば
、
未
離
欲
の
無
色
界
に
於
い
て
ま
ず
取
り
敢
え

ず
欲
界
の
過
失
を
観
じ
て
色
界
の
欲
を
生
じ
、
然
る
後
に
色
界
の
過
失
を
観
じ
て
色
界
の
欲
を
捨
て
て
無
色
界
の
欲
を
生
ず
る
。
無
色
界

の
欲
は
諸
定
を
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
習
と
説
く
。
こ
れ
ら
の
三
種
は
有
愛
で
あ
り
、
こ
の
三
界
の
有
愛
は
常
見

に
よ
っ
て
起
る
と
説
い
て
い
る
。
次
に
、
愛
と
は
、
若
し
人
が
悪
を
行
い
苦
報
を
受
け
る
こ
と
を
畏
れ
る
も
の
で
あ
り
、
或
は
断
見
に
執

著
し
て
、
更
に
生
ず
る
こ
と
（
輪
廻
転
生
）
の
無
い
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
愛
と
説
く
。
こ
れ
は
無
有
愛
で
あ
り
、
断
見
に
よ
っ
て
起
る

と
解
説
し
て
い
る
。

真
諦
訳
は
こ
の

し
か
し
、
我
々
は
、

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

「
愛
有
二
種
」
の
解
説
を
「
決
定
蔵
論
」
の
中
に
明
す
と
説
く
が
、
現
存
の
「
決
定
蔵
論
』
三
巻
に
は
見
当
ら
な
い
。

こ
の
解
釈
に
類
似
す
る
解
説
を
『
職
伽
論
』
巻
第
六
十
七
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(53）



ニ
ノ
ニ
シ
テ
ア
リ

ハ
レ
ハ
レ
ナ
リ
レ
ニ
ア
リ
ハ
ク
テ
ト
ト
ニ
ス
ル
ガ
ノ
ー
チ
ノ
ハ

復
次
、
此
愛
略
有
二
二
種
一
・
初
是
有
愛
、
後
是
受
用
愛
。
此
復
二
種
。
謂
於
二
已
得
未
得
一
、
所
受
用
処
差
別
故
、
又
即
此
愛
界

ス
ル
春
９
リ

ハ
ク

ナ
リ
シ
ジ
ニ
ス
ル
ノ
ヲ
ハ
ピ

ノ
ノ
ワ
シ
テ
二

差
別
故
。
復
有
二
三
種
一
・
謂
欲
愛
色
愛
無
色
愛
。
若
生
二
欲
界
一
稀
二
求
欲
界
後
有
一
者
、
喜
下
於
已
得
所
受
用
事
上
。
欣
下
於
一
朱
得
一
所
受

ノ
ワ
ノ
ル
ハ
レ
ワ
ヅ
ク
ト
シ
ジ
ニ
ハ
ジ
テ
二
二
レ
ノ
ワ

ス
ル
ノ
ヲ
ハ
ピ
ノ
ノ
ヲ

用
事
上
、
諸
所
有
愛
是
名
二
欲
愛
一
。
若
生
二
欲
界
一
、
或
生
二
色
界
｛
、
已
離
二
欲
界
欲
一
、
稀
二
求
色
界
後
有
一
者
、
喜
二
於
已
得
色
界
等
至
一
。

ス
ル
ノ
ノ
ワ
ノ
ル
ハ
レ
ヲ
ヅ
ク
ト
ク
ノ
ク
ノ

モ
ッ
テ
ノ
ー
ニ
ル
ナ
リ
ト
チ
レ
ノ
ナ
リ
ト
ト
ワ

欣
二
於
未
得
勝
上
等
至
一
諸
所
有
愛
是
名
二
色
愛
一
。
如
二
色
愛
一
如
し
是
、
無
色
愛
随
二
其
所
応
一
当
し
知
亦
爾
。
即
此
後
有
愛
。
常
見
断
見

ス
ガ
ト
ー
ス
ｈ
ピ
ト
ワ
ノ
ー
ノ
ワ
ヅ
ク
ズ
ト
二

為
一
依
止
一
故
建
二
立
有
愛
及
無
有
愛
一
。
是
故
此
愛
名
し
遍
二
諸
事
一
。

こ
れ
に
よ
り
真
諦
訳
に
あ
る
有
愛
の
三
界
愛
の
常
見
の
解
説
に
関
し
て
ほ
ぼ
一
致
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
無
有
愛
で
あ

り
断
見
に
関
す
る
解
説
は
引
用
の
「
聡
伽
論
』
よ
り
真
諦
訳
の
方
が
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。

注
（
１
）
拙
論
「
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
阿
黎
耶
識
説
に
つ
い
て
」
（
「
印
仏
研
』
四
五
’
二
）
、
七
二
八
’
七
三
○
頁
。

レ

ハ

皿
論
日
。
是
応
知
依
止
、
阿
陀
那
、
阿
梨
耶
、
質
多
、
根
本
識
、

ナ
リ

窮
生
死
陰
等
。

ノ
ハ
レ
ノ
ニ
ノ
プ
ル
ナ
リ
ハ
レ
ジ
テ
ニ
ノ

繰
日
。
此
三
是
大
乗
中
所
し
立
名
。
質
多
是
通
一
大
小
乗
一
所
レ

ッ
ル
ナ
リ

ハ
レ

ノ
ノ
ナ
リ

ハ
し

立
名
。
根
本
識
是
摩
訶
僧
祇
部
所
立
名
。
窮
生
死
陰
是
弥
沙

ノ
ノ
ナ
リ
ト
ハ

ニ
テ
テ
ク

ト

ニ
テ
テ
ク

塞
部
所
立
名
。
等
者
正
量
部
立
名
一
果
報
識
一
、
上
座
部
立
名
二

卜

有
分
識
一

「
玲
伽
論
」
巻
第
六
十
七

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

チ
ベ
ッ
ト
訳

〔
論
日
。
〕
そ
の
故
に
、
所
知
依
に
お
い
て
、
ア
ー
ダ
ー
ナ

識
と
心
と
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
根
本
識
と
窮
生
死
謹
と
有
分
と
し

て
説
か
れ
る
、
そ
れ
が
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
実

に
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
大
王
路
を
成
ず
る
の
で
あ
る
。

〔
鐸
日
。
〕
「
実
に
ア
ー
ラ
ヤ
識
ｅ
・
屋
言
）
の
大
王
路
を
成
ず

(卿）



あ
る
と
解
説
す
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
質
多
（
心
）
は
大
小
乗
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
根
本
識
は
摩
訶
僧
祇
部
（
大
衆
部
）
の
所
立
の
名
で
あ
り
、
窮

生
死
謹
は
弥
沙
塞
部
（
上
座
部
の
末
派
）
の
所
立
で
あ
り
、
果
報
識
は
正
蛍
部
の
所
立
の
名
で
あ
り
、
有
分
識
は
上
座
部
の
所
立
の
名
で

る
と
、
前
半
は
す
べ
て
の
詩

説
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ニ
シ
テ
シ

ニ
シ
テ
ス

シ
リ

次
に
、
大
王
路
の
替
え
に
三
義
有
り
と
説
い
て
、
一
に
直
無
し
岐
、
二
に
広
平
熟
、
三
に
光
明
無
し
障
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
替
え
は

本
識
阿
梨
耶
識
を
大
王
路
に
替
え
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

こ
の
箇
所
の
論
の
漢
訳
本
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
比
較
す
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
有
分
（
の
『
昼
冨
琶
冨
。
旨
四
罫
瞥
自
彊
）
の
名
が
あ

る
が
漢
訳
本
す
べ
て
に
欠
け
て
い
竜
し
か
し
、
真
諦
訳
に
は
な
ぜ
か
有
分
識
の
解
釈
が
あ
る
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
注
釈
に
注
意
す

る
と
、
前
半
は
す
べ
て
の
漢
訳
本
に
あ
る
が
、
後
半
の
注
釈
は
す
べ
て
に
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
、
故
に
、
真
諦
訳
の
解
瀞
は
真
諦
の

ツ
テ
ノ
ニ

ノ
ニ
ノ

ハ
ニ
ズ
ワ

論
日
。
由
二
此
名
一
、
小
乗
中
是
阿
梨
耶
識
已
成
一
主
路
一
・

ツ
ー
ナ
ノ
ー
ク
ス
ヲ
ノ
ニ
キ
コ
ト
ホ
キ
ナ
リ

澤
日
。
由
二
此
衆
名
一
、
広
顕
二
本
識
一
・
是
故
易
し
見
猶
如
二
王

ノ
フ
ハ
ト

リ

ニ
ハ
ニ
シ
テ
シ

ニ
ハ
ニ
シ
テ

路
一
・
言
一
王
路
一
者
、
有
二
三
義
一
。
一
直
無
し
岐
。
二
広
平

ス
ニ
ハ
シ
リ
モ
ナ
リ
ニ
シ
テ
シ
ト
ハ

ヘ
ノ
キ
ニ

熟
。
三
光
明
無
し
障
。
本
識
亦
爾
。
直
無
し
岐
、
醤
二
定
無
腰

上
ニ
シ
テ
ス
ト
ハ
ヘ

ニ
ム
ル
ニ
ノ
ワ

シ
ト
ハ
リ
フ

疑
、
広
平
熟
醤
三
大
小
乗
倶
弘
二
此
義
一
・
光
明
無
し
障
、
警
下

イ
チ
ノ
ワ
テ
ス
ル
ニ
ノ
ワ
ニ
フ
ル
ナ
リ
二

引
一
無
量
道
理
一
以
證
中
此
識
上
。
故
替
急
王
路
一
・

る
」
と
は
〔
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
〕
極
め
て
広
い
と
い
う
意
味
で
あ

る
。

そ
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
を
摂
取
す
る
こ
と
か
ら
成
立
す
る
こ
と
は

よ
く
荘
厳
し
て
い
る
。
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リ

ス
ラ
ク
ト
ト
ト
ノ
ハ
ダ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
ハ

ｗ
畑
①
論
日
。
復
、
有
二
余
師
一
執
、
心
意
識
此
三
但
名
異
義

ジ

同
。

ノ
ハ
シ
テ
ニ
ッ
ナ
ス
ワ

ニ
ク

穏
日
。
此
義
約
二
小
乗
一
、
還
反
二
質
小
乗
一
。
小
乗
云
、
阿
梨
耶

ト

ー
ハ
ツ
テ
ラ
ノ
ニ
テ

ノ
ニ
テ
テ
ス
ト

識
阿
陀
那
識
、
由
二
自
僻
執
一
、
於
二
同
義
異
名
中
一
立
為
二
異

義
寸
此
説
斌
匿
鴻
函
似
辨
枇
〆

卜
ピ
ト
ハ
ニ
ル
ノ
ル
ヲ
ニ
レ
ノ
ニ
モ
ニ
ル

論
日
。
意
及
識
已
見
一
義
異
一
。
当
し
知
、
心
義
亦
応
し
有
し
異
。

ノ
ニ
ッ
ル
ニ
ト
ピ
ト
ワ

棒
日
。
小
乗
中
立
二
意
及
識
一
、
名
義
健
墨
鋤
龍
了
肌
”
撰
謎

シ

ニ
シ
テ
ク
ル
ワ
ノ
ズ
ル
ト
ケ
テ
ス
ガ
ト
ー
ハ
テ

若
了
別
、
已
謝
能
為
二
後
識
生
方
便
一
名
為
し
意
故
。
識
以
二
了

ワ
シ
ト
ハ
ッ
テ
ズ
ル
ヲ
、
シ
ト
ク
ノ
ノ
ニ
ル
ガ

別
一
為
し
義
、
意
以
二
生
方
便
一
為
し
義
。
如
三
小
乗
中
二
名
有
ニ
ニ

義
一
、
本
識
ハ
喬
蹄
体
鉦
捗
名
。
故
知
、
心
名
応
し
目
二
本
識
一
。
此

二
ル
ノ
ハ
ニ
な
づ
ク
ト
ノ

ズ
ラ
フ
ペ

義
、
不
し
可
レ
違
。

リ

ス
ラ
ク
ノ
ノ
ク
ニ
ス
ト
ハ

②
論
日
。
復
、
有
二
餘
師
一
執
、
是
如
来
説
、
世
間
喜
二
楽
阿

ワ
ク
ニ
ノ
ク
ノ
ー
リ

ヲ
イ
テ
ク
ル

梨
耶
一
、
如
二
前
所
Ｐ
説
、
此
中
有
三
五
取
陰
説
名
二
阿
梨
耶
一
。

注
（
１
）
長
尾
「
摂
論
和
訳
』
一
二
六
頁
、
〔
一
・
一
二
〕
注
仙
参
照
。

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

チ
ベ
ッ
ト
訳

〔
論
日
。
〕
⑩
こ
の
あ
る
人
々
は
謂
う
、
心
意
識
は
た
だ
一

義
（
一
つ
の
意
味
）
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
言
語
の
異
な

る
だ
け
と
い
う
、
そ
の
考
え
は
許
容
で
き
な
い
。
意
と
識
と

の
二
義
の
差
別
が
得
ら
れ
る
故
で
あ
る
。
そ
の
故
に
、
心
も

ま
た
義
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

②
ま
た
あ
る
人
々
は
、
世
尊
に
よ
り
「
衆
生
は
ア
ー
ラ
ヤ

を
愛
す
…
」
と
言
っ
て
広
説
す
る
、
そ
の
中
で
、
五
取
蕊
を

ア
ー
ラ
ヤ
で
あ
る
と
名
づ
け
る
と
考
え
る
。
③
他
の
人
々
は

食
を
倶
な
う
楽
受
を
ア
ー
ラ
ヤ
で
あ
る
と
名
づ
け
る
と
考
え

る
。
側
他
の
人
々
は
有
身
見
を
ア
ー
ラ
ャ
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑤
そ
れ
ら
〔
の
人
々
〕
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
に
対
す
る
愚
知
に
よ

り
そ
の
阿
含
（
聖
教
）
と
理
證
に
よ
っ
て
考
え
る
。

声
聞
乗
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
〔
ア
ー
ラ
ャ
の
名
を
〕
安
立
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穰
日
。
小
乗
諸
師
、
約
一
阿
梨
肌
忽
一
超
四
釧
瓶
峅
励
”
ぅ
阿
梨
恥
春
す
る
道
理
に
よ
っ
て
も
ま
た
、
そ
れ
の
安
立
す
る
の
は
不
合

ノ
ハ
シ
テ

ス
ル
ヤ
ハ
サ
ン
ト
ノ
ヲ

ス
ル
ヲ
ク
欲
し
顕
｝
何
義
一
。
愛
著
境
界
名
二
阿
梨
耶
一
。
理
で
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
、
諸
の
愚
か
な
ら
ざ
る
人
は

ノ
ノ
ハ
ノ
ズ
ジ
カ
ラ
ハ
ス
ラ
ク
レ
ナ
リ
ハ
レ
ノ

此
愛
著
境
其
義
不
し
同
。
或
執
是
五
取
陰
、
取
是
貧
愛
別
そ
の
〔
経
中
に
〕
ア
ー
ラ
ャ
と
安
立
し
た
も
の
を
、
ア
ー
ラ

ニ
シ
テ
ワ
ノ
ト
ス
ル

ワ
ケ
テ
ス
ト
ノ
ハ
レ
ノ

名
、
貧
愛
所
し
縁
自
、
五
陰
名
為
二
取
陰
一
。
此
取
陰
是
衆
生
愛
ャ
識
で
あ
る
弓
句
巴
と
理
解
し
て
安
立
す
る
の
は
最
勝

ノ
ナ
ル
ガ
ニ
イ
テ
ク
ト

ト

著
虚
故
、
説
名
二
阿
梨
耶
一
。
で
あ
る
。
云
何
が
最
勝
で
あ
る
か
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
五
取

リ

ス
ラ
ク
ト
ト
ス
ル
ワ
イ
チ
ク
ト

⑧
論
日
。
復
、
有
二
餘
師
一
執
、
楽
受
与
レ
欲
相
応
説
名
二
蕊
は
一
向
に
苦
の
諸
悪
趣
の
中
に
生
ず
る
と
は
相
反
す
る
。

卜

阿
梨
耶
一
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
一
向
に
無
欲
に
お
い
て
一
致
す

ノ
ハ
ズ
ノ
ー
シ
ク

テ
ニ
シ

霧
日
。
此
五
陰
非
二
愛
著
鹿
一
。
若
無
二
楽
受
一
、
於
二
楽
受
一
若
る
（
和
会
す
る
）
の
は
道
理
で
は
な
い
。
こ
の
故
に
、
〔
な

ケ
レ
パ
ン
カ
テ
ニ
ゼ
ン
ワ
ノ
ニ
テ
ノ
ー

無
二
顛
倒
一
、
云
何
於
二
五
陰
一
生
二
愛
著
一
。
是
故
於
三
楽
受
中
一
、
ん
と
な
れ
ば
〕
そ
れ
ら
の
人
々
は
そ
れ
を
遠
離
す
る
こ
と
を

ル
ガ
ノ
ガ
ダ
セ
ザ
ル
ニ
ニ
ノ
ハ
レ
ナ
リ
卜

由
二
欲
顛
倒
心
未
穆
滅
故
、
此
楽
受
是
愛
著
虚
。
五
陰
与
二
楽
求
め
る
。

ト
ス
ル
ガ
ニ
イ
テ

ワ
ス
ノ
ト
ノ
ニ
ワ
・
ン
ク
ス

受
｝
相
応
故
、
説
二
五
取
陰
一
為
二
愛
著
虚
一
・
是
故
楽
受
正
為
三
ま
た
、
貧
を
倶
な
う
楽
受
は
第
四
禅
以
上
に
は
無
い
。
ま

ノ
卜

愛
著
虚
一
。
た
、
そ
れ
（
楽
受
）
を
倶
な
う
諸
有
情
と
相
反
す
る
こ
と
が

リ

ス
ラ
ク
ヲ
イ
テ
ク
ト

艸
論
日
。
復
、
有
二
餘
師
一
執
、
身
見
説
名
二
阿
梨
耶
一
。

あ
る
か
ら
、
そ
れ
（
楽
受
）
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
（
諸
有
情
）

・
ン
が
カ
バ
ハ
レ
ナ
リ
ト
ノ
ズ
ラ
ノ
ハ
リ
ナ
ク

稗
日
。
若
人
説
三
楽
受
是
愛
著
虚
一
是
義
不
し
然
・
此
受
由
三
能
の
一
致
す
る
の
は
道
理
で
は
な
い
。
こ
の
〔
正
〕
法
の
有
身

ニ
ス
ル
ニ
ヲ
ス
ル
ガ
ワ
ニ
ス
ノ
ヲ
へ
バ
ク
ノ
ス
ル
ガ
ヲ

安
一
楽
自
我
一
、
愛
二
自
我
一
故
愛
二
此
楽
受
一
。
瞥
如
三
人
愛
し
壽
見
は
無
我
を
信
解
す
る
人
と
相
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

二
ス
ル
ガ
ノ
ワ
ク
ノ
ス
ル
ガ
ワ
ニ
ス
ル
ナ
リ
ノ
ワ

故
、
愛
二
涛
資
糧
一
、
如
レ
此
愛
し
我
故
愛
二
我
資
糧
一
。
故
に
、
そ
こ
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
は
一
致
す
る
こ
と
は
道
理

キ
ノ
ノ
ノ
フ
ハ
ニ
ル
ピ

⑤
論
日
。
如
レ
此
等
諸
師
、
迷
昊
阿
梨
耶
一
、
由
一
↓
阿
含
及
修
で
は
な
い
。
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
中
に
内
我
の
自
性
（
自
体
）
を

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

二
ノ
ー
ス
キ
ノ
ノ
ヲ

得
一
。
是
故
作
一
如
レ
此
執
一
。
認
め
る
の
は
一
向
に
苦
趣
に
お
い
て
苦
慈
の
生
ず
る
の
を
離

澤
日
。
識
擬
誠
裁
踏
毎
誕
壽
命
舅
譽
鴎
辨
看
護
一
道
れ
る
こ
と
を
求
め
る
け
れ
ど
も
、
ア
ー
ラ
ャ
識
の
中
に
、
そ

し
ナ
リ
ト
ハ
キ
ハ
レ
ナ
リ
ト
ハ
ク
ト
ピ
ト
ハ
レ

是
愛
著
虎
一
、
有
説
二
六
塵
是
愛
著
虚
一
、
有
説
二
見
及
塵
是
愛
著
の
我
を
愛
す
る
こ
と
に
縛
ら
れ
て
（
我
愛
随
縛
）
い
る
の
を

ナ
リ
ト虚

一
。
離
れ
る
こ
と
を
求
め
る
け
れ
ど
も
ど
う
し
て
も
そ
う
な
ら
な

ク
ノ
ノ
ノ
ハ
ズ
セ

ヲ

ガ
ル
ヤ

如
レ
此
小
乗
中
諸
師
、
不
し
了
二
別
阿
梨
耶
識
一
。
云
何
不
二
了
い
。

セ
ル
ニ
セ
リ

ニ
ハ
リ
ニ
ニ
ハ
ル
ニ
ト
ハ
ク

別
一
・
不
二
了
別
一
有
一
》
二
種
一
、
一
由
し
教
、
二
由
し
行
。
教
謂
小
第
四
禅
以
上
に
生
じ
て
、
食
を
倶
な
う
楽
〔
受
〕
と
相
反

ノ
レ
ナ
リ
ハ
ル
ガ
ク
ノ
セ
ノ
ノ
ヲ
ニ
ッ
テ
二

乗
阿
含
是
、
阿
含
不
三
如
レ
理
決
二
判
此
識
義
一
故
、
依
一
阿
含
一
す
る
に
至
る
け
れ
ど
も
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
中
に
、
我
の
自
性

フ
ノ
ー
ト
ハ
ク
ノ
ナ
リ
キ
ガ
ノ
ク
ス
ル
コ
ト
ノ
ノ
ワ
ニ

迷
二
於
此
識
一
。
行
謂
鹿
淺
道
。
無
三
道
理
能
證
二
此
識
義
一
故
、
を
愛
す
る
こ
と
に
縛
ら
れ
る
（
我
愛
随
縛
）
こ
と
が
あ
る
と

ル
モ
ニ
フ
ノ
二

由
し
行
亦
迷
二
此
識
。
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
こ
の
〔
正
〕
法
は
無
我

⑧
論
日
。
既
畷
腱
爪
乗
孜
風
征
一
、
是
師
所
立
潔
示
躍
巽
道
塁
。
を
信
解
す
る
人
に
よ
り
我
見
と
相
反
す
る
に
至
る
け
れ
ど
も
、

ハ
リ
ノ
ー
ピ
レ
テ

ワ
プ
ワ
シ

稗
日
。
諸
師
依
二
小
乗
教
一
、
及
離
二
阿
梨
耶
識
一
立
二
別
名
一
・
若
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
中
に
我
の
自
性
を
愛
す
る
こ
と
に
縛
ら
れ
る

シ
ナ
ノ
ー
ス
レ
パ
ノ
モ
ズ
あ
た
う
ノ
ハ
ナ
ル
ガ
ノ
ー
ノ

約
一
小
乗
道
一
推
度
、
此
義
亦
不
し
中
。
小
乗
理
為
一
自
悉
檀
所
。
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
ー

ス
ル
ナ
リ

違
故
。
ラ
ヤ
識
を
ア
ー
ラ
ヤ
そ
の
も
の
と
し
て
正
し
く
理
解
す
る
こ

シ
リ
テ
シ
テ
ハ

ニ
シ
テ
ノ
ー

ｐ
論
日
。
若
有
レ
人
、
不
し
迷
二
阿
梨
耶
識
一
、
約
二
小
乗
名
一
成
二
と
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

ス
ル
ハ
ノ
ヲ
ノ
ナ
リ

立
此
識
一
、
其
義
最
勝
。
以
上
、
こ
れ
ま
で
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
同
類
語
（
構
成
要
素
）

ル
ノ
ハ
ハ
レ
ナ
リ
ツ
テ
ト
ピ
ト
ニ

ハ
ジ
ノ

繰
日
。
不
し
迷
人
是
菩
薩
。
由
二
阿
含
及
行
一
、
諸
佛
観
二
人
根
を
解
釈
し
た
。

ワ
プ
テ
ニ
ッ
ワ
テ
ハ
ノ
ー
リ
ト
モ
ノ

テ
ハ

性
一
、
依
一
根
性
一
立
一
阿
含
一
。
於
二
下
品
者
一
有
二
秘
密
説
一
、
於
二
〔
釈
日
。
〕
そ
の
中
で
「
諸
の
愚
な
ら
ざ
る
人
に
よ
り
〔
そ
の
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ノ
ー
シ
ノ

ノ
ニ
サ
ニ
ス
ワ
ッ
テ
ノ
ー

上
品
者
一
、
無
二
秘
密
説
一
。
是
故
具
明
二
諸
識
一
。
由
二
此
阿
含
一
経
中
に
〕
ア
ー
ラ
ャ
識
を
安
立
す
る
」
と
い
う
中
で
、
そ
の
中

菩
薩
祇
迩
此
謎
一
・
瞬
徹
箸
、
若
凡
修
猛
施
瑳
齪
界
漢
、
で
、
愚
な
ら
ざ
る
人
で
あ
る
菩
薩
は
い
か
な
る
言
葉
に
よ
り
そ

チ
ル
ハ
ニ
ノ
ル
ル
コ
ト
ワ
セ

モ
ナ
リ
シ
シ
テ

則
見
下
自
身
為
二
色
惑
一
所
七
縛
、
乃
至
無
色
界
亦
爾
。
若
修
行
れ
を
宣
説
す
る
か
。
そ
の
中
で
、
「
ア
ー
ラ
ャ
識
に
安
住
す
る
」

出
無
色
界
一
、
見
三
身
被
レ
縛
在
一
阿
梨
耶
識
収
一
一
・
凄
塗
蝿
と
は
そ
れ
故
に
一
向
に
喜
ぶ
と
い
う
こ
と
か
ら
造
る
。
そ
れ
故

レ
パ

ヲ
ル
ハ
レ
テ
セ
ル
ヲ

ヲ
ニ
ス
ヲ
ノ
ハ
ル
ガ
ノ
ー
ニ
ズ
ノ
ー

縛
一
故
修
二
十
地
一
。
諸
菩
薩
由
一
甚
深
行
一
故
、
不
し
迷
二
此
識
一
。
に
、
ア
ー
ラ
ャ
識
は
ア
ー
ラ
ャ
そ
の
も
の
の
中
に
大
善
に
安
住

シ
ガ
ク
ス
レ
パ
ノ
ヲ
テ
ノ
ワ
な
ず
ク
ル
モ
ノ
ー
ノ
ー

若
人
能
了
二
別
此
識
一
、
以
二
小
乗
名
一
目
二
此
識
一
、
名
義
相
す
る
こ
と
を
、
成
就
す
る
人
と
名
づ
け
る
中
に
よ
る
。

フ
ガ
ニ

ス
ル
ヲ
ワ
チ
ス
ト

称
故
、
成
一
立
名
義
一
則
為
一
最
勝
一
。
そ
の
中
で
「
悪
趣
」
と
は
餓
鬼
と
畜
生
と
地
獄
と
は
悪
趣
で

ガ
ナ
リ
ヤ

論
日
。
云
何
最
勝
。
あ
る
。
コ
向
に
苦
な
る
処
」
と
は
一
向
に
非
欲
の
業
果
が
諸

ス
ル
モ
ノ
ノ
ワ
テ
ハ
ノ
ノ
二
子
シ

樺
日
。
顕
二
示
小
乗
義
過
失
｝
、
於
二
大
乗
義
中
一
則
無
過
失
一
。
の
悪
趣
の
こ
と
で
あ
る
。
如
何
、
そ
こ
に
お
い
て
「
あ
る
時
」

是
樅
淀
乗
安
工
畷
鵬
鋤
小
乗
週
掲
智
、
に
楽
受
の
生
ず
る
そ
れ
は
等
流
果
で
あ
る
と
こ
ろ
の
異
熟
そ
の

シ
シ
テ
ワ
ク
レ
パ
ト
テ
ニ
ッ
テ
ノ

口
論
日
。
若
執
一
取
陰
一
名
二
阿
梨
耶
一
、
於
二
悪
趣
一
随
一
道
中
、
も
の
は
そ
こ
に
お
い
て
諸
の
生
ず
る
苦
だ
け
で
あ
る
。
「
〔
若
し
〕

二
ノ
ー
ナ
か
し
こ
ニ
ク
亨

一
向
苦
受
虚
於
レ
彼
受
レ
生
。
貧
を
具
な
う
楽
受
〔
を
ア
ー
ラ
ャ
と
名
づ
け
ば
〕
と
第
四
禅
以

ト
ハ
チ
ナ
リ
テ

ノ
ニ
ッ
テ
ル
ト
ノ
ハ

樺
日
。
悪
趣
即
四
悪
趣
。
於
四
悪
趣
中
一
随
入
一
》
一
道
一
。
此
道
上
に
尚
あ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
を
倶
な
う
と
こ
ろ
の
諸
の
有

ン
デ
レ
ノ
ナ
リ
キ
ガ
ノ
ヒ
ま
じ
低
ル
コ
ト
ニ
ク
ノ
ノ

定
是
純
悪
業
果
報
。
無
二
餘
受
相
雑
一
故
、
名
一
》
一
向
苦
受
情
と
相
反
す
る
こ
と
か
ら
、
第
四
禅
以
上
で
あ
る
。
第
四
禅
の

卜
テ
ノ
ニ
ル
ハ
ズ
ル
モ
ワ
ノ
ハ
テ
ハ
ニ
ズ
ノ

虚
一
。
於
二
彼
中
一
有
時
生
二
楽
受
一
、
此
楽
受
於
二
悪
趣
一
非
二
果
報
後
に
お
い
て
も
然
り
で
あ
る
。
「
そ
れ
を
倶
な
う
か
ら
」
と
は

二
ダ
ク
ル
ノ
ミ
ト
ダ
テ
ノ
ミ
ワ
ス

ト
ノ
ハ

果
一
・
但
名
二
相
似
果
一
。
唯
以
二
苦
受
一
為
二
果
報
果
一
。
是
罪
人
そ
こ
に
い
る
／
～
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
ア
ー
ラ
ャ

シ
テ
ニ
ク
ル
ガ
ヲ
二
一
フ
テ
ニ
ク
レ
パ
ト
ヲ

虚
一
悪
趣
一
受
二
苦
報
一
故
、
言
二
於
レ
彼
受
ロ
生
。
識
の
中
に
内
の
事
（
法
）
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ず
る

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

ノ
ハ
モ
シ
ス

⑧
論
日
。
此
取
陰
最
可
二
悪
逆
一
。
か
ら
そ
れ
を
離
れ
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
は
い
つ
で
も
生
じ
な

卜
ト
ニ
ハ
ル
ガ
ラ
ブ
ニ
フ
シ
ト
ム
テ
ノ
ノ
二
二

樺
日
。
生
時
住
時
不
し
可
レ
忍
故
言
し
可
し
悪
。
於
二
此
苦
中
一
恒
い
と
い
う
と
こ
ろ
の
中
で
、
そ
の
中
で
、
「
内
我
の
法
（
ぐ
画
切
目
．

ス
セ
ン
ト
ｙ
ワ
ワ
ハ
ク
ラ
ハ
カ
ニ
ス
カ
ハ
ニ

起
下
滅
離
食
欲
一
意
上
。
謂
、
我
何
時
当
し
死
、
何
時
当
し
捨
二
事
）
を
立
て
る
と
説
く
」
は
内
我
そ
の
も
の
を
立
て
る
こ
と
で

ス
ベ
シ
ノ
ワ
ニ
ケ
テ
ス
卜

離
此
陰
一
・
故
名
為
し
逆
。
あ
る
。
「
苦
謹
を
減
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
は
苦
受
を
離
れ

ノ
ノ
ニ
ハ
ニ
ズ
キ
ー
ス
ノ
ピ
フ
ト
イ
ウ
ハ
ズ

論
日
。
是
取
陰
中
、
一
向
非
し
可
し
愛
。
衆
生
喜
楽
不
し
る
こ
と
を
請
う
も
の
で
あ
る
。

ゼ
ニ

応
一
道
理
一
。
「
ア
ー
ラ
ヤ
識
に
お
い
て
我
を
愛
す
る
こ
と
に
縛
ら
れ
る
」

ノ
ノ
ハ
ニ
レ
ノ
ナ
リ
テ
ニ
ー
ン
ガ
ズ
ベ
キ
ヤ
ヲ

樺
日
。
此
悪
道
陰
一
向
是
苦
悩
資
糧
。
於
レ
中
云
何
生
し
愛
。
と
は
ア
ー
ラ
ャ
識
に
お
け
る
我
で
あ
る
と
安
立
に
よ
り
愛
す
る

二
ピ
フ
ト
イ
ウ
ハ
ク

故
喜
楽
乖
レ
理
。
〔
醒
若
誕
取
農
數
阿
梨
耶
一
此
義
不
″
こ
と
に
よ
り
束
縛
さ
れ
る
。

ト
ノ
ズ

ノ
ハ
ズ
ゼ
ニ
ダ
ノ
ノ
ニ
ノ
ミ
リ
ノ

稗
日
。
此
受
不
レ
遍
冥
三
界
一
。
但
生
死
一
分
中
有
三
此
受
一
。

シ
ガ
ニ
バ
ノ
ヲ
ツ
テ
ム
ル
ニ
ン
コ
ト
ヲ
ワ
チ

論
日
。
若
人
、
巳
得
二
此
受
一
、
由
し
求
レ
得
一
》
上
界
一
、
則

瀞
日
。
彼
中
衆
生

ス
ン
コ
ト
ヲ
ワ
シ
テ

楽
令
三
後
陰
圭

シ
し

論
日
。
若
是
錘

シ
ノ

皆
無
二
此
受
一
・

ダ
コ
ト
ヲ
ワ
シ
テ

シレ

鴫．

ヲ
テ
ノ
ニ
ノ
ノ
ハ
ニ
ヘ
パ
ナ
リ
ノ
シ
テ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

論
日
。
何
以
故
。
彼
中
衆
生
、
恒
願
二
取
陰
断
絶
不
Ｐ

単ゼ

ラ

ニ

ゼ

ニ
後
陰
不
二
更
生
一
・

ノ
ノ
ハ
ッ
テ
ノ
ー
シ
ミ

シ
セ
ン
コ
ト
ワ
ノ
ワ

彼
中
衆
生
因
二
此
苦
一
苦
、
願
三
楽
滅
一
》
現
在
陰
一
、
願
四

ト
ト
ス
ト
イ
ハ
バ
リ

シ
ル
マ
デ
二

若
是
楽
受
与
レ
欲
相
応
、
従
一
第
四
定
一
乃
至
二
上
界
一
。
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論
日
。
是
縦
衆
当
鱗
屯
喜
鶏
イ
ゥ
砥
胤
一
道
理
一
一
。

シ
ハ
ゼ
ニ
シ
ク
ル
ワ
ニ
シ
テ
ム
レ
パ
レ
ン
コ
ト
ヲ
ノ

鐸
日
。
若
楽
不
し
遍
二
三
界
一
、
若
受
レ
楽
人
、
求
レ
離
一
》
此

ワ
テ
テ
ノ
ワ
ス
コ
ト
ハ
ト
チ
ズ
ハ
二

楽
一
、
立
二
此
楽
一
為
冤
愛
著
虚
一
則
不
レ
称
二
道
理
一
・

シ
レ
ナ
リ
ト
イ
ワ
パ
ノ
ノ
ハ
シ
テ
ワ
レ
バ
ノ

㈹
《
論
日
。
若
是
身
見
、
正
法
内
人
信
二
楽
無
我
一
、
非
二
其
所

毒
論
日
。
若
是
身
見
、
正
法

ノ
ー
ズ
ノ
ワ

楽
中
一
生
二
喜
楽
心
一
・

ノ
ニ
ハ

論
日
。
是
故
衆
生
、

シ
ガ
ニ
ジ
ニ
ッ
テ
ル
モ
ノ
ヲ
レ
バ
ノ
ハ

棒
日
。
若
人
、
已
生
二
楽
虚
一
已
、
得
二
有
楽
定
一
、
見
二
此
楽
鹿

ニ
シ
ー
ア
レ
ノ
ク
シ
キ
ヲ
シ
シ
テ
ノ
ワ
メ
ン
コ
ト
ヲ
ノ

動
是
放
逸
虚
、
難
し
成
易
咳
壊
、
起
二
厭
怖
心
一
求
レ
得
二
上
界
寂

ワ
チ
シ
ノ
ワ
ナ
ニ
ジ

ワ
ナ

靜
一
、
則
厭
二
悪
此
楽
一
、
於
二
楽
虚
一
生
二
離
欲
心
一
、
於
二
不
苦
不

シ
カ
バ
ハ
レ
ナ
リ
ト
モ
ズ
ラ
ワ
テ
ノ
ニ

舞
日
。
若
説
二
身
見
是
愛
著
虚
一
、
是
亦
不
レ
然
。
何
以
故
。
佛

ノ
ノ
ハ
ハ
シ
ニ
ハ
シ
テ
ノ
ー
ジ
．
ワ
ピ
上

法
内
人
、
或
約
二
聞
慧
一
、
或
約
二
思
修
慧
一
、
信
二
無
我
一
及
楽
ニ

ワ

シ
ナ
ス
ル
ハ
ワ
ナ
リ
セ
ン
ガ
ワ
ノ
ニ
ハ
ズ

無
我
一
、
発
願
修
レ
道
為
し
滅
二
我
見
一
。
是
故
我
見
非
ニ

ノ
ニ
プ
テ
ム
ル
ニ
ン
コ
ト
ワ
ワ
ム
ト
ビ
ト
ワ
シ
テ

其
所
愛
一
。
由
し
求
レ
得
一
《
無
生
智
一
、
令
二
我
見
及
我
愛
、
未

二
ラ
ニ
ゼ
ノ
ニ
テ
ニ
ズ
ゼ
ヲ
ノ
ハ
ル
モ

來
不
ｃ
更
レ
生
。
是
故
於
レ
中
不
レ
生
二
喜
楽
一
。
此
身
見
為
三
一

ノ
ノ
ト
ス
ル

ノ
ハ
ル
ガ
七
二
ズ
カ
ラ
ク

分
衆
生
所
一
愛
著
一
、
一
分
衆
生
不
一
愛
著
一
故
、
不
し
可
レ
説
三
身

ワ
ス
ト

ト

見
為
一
愛
著
虚
一
・

二
｜
ア
ニ
ズ
ゼ
ワ

愛
一
、
於
レ
中
不
レ
生
一
喜
楽
一
。

ズ
ヲ

生
二
厭
悪
一
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）
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ツ
テ
ル
ー
セ
ノ
ワ
ジ
テ
ノ
ワ
ス
ワ
ツ
ナ

緯
日
。
由
し
不
し
了
二
別
此
識
一
、
縁
二
此
識
一
起
一
》
我
執
一
。
由
二
我

二
シ
ヲ
ツ
テ
ノ
ー
ズ
メ
ス
ル
コ
ト
ワ
ワ
ス
ル
ガ

執
一
起
二
我
愛
一
、
由
二
此
我
愛
一
不
し
求
レ
減
し
我
、
欲
し
安
二

鶏
ラ
シ
ノ
ン
雌
蕊
延
識
ナ
リ
塗
コ
ト
醗
外
具
。

リ

ニ
ス
ル
ハ
モ
ズ
ト
ハ
ノ

⑥
論
日
。
従
二
第
四
定
一
以
上
受
生
衆
生
、
錐
三
復
不
レ
楽
二
有
欲

ワ
テ

ノ
ニ
ノ
ノ
ハ
シ
テ
ズ
し

楽
受
一
、
於
二
阿
梨
耶
識
中
一
、
是
自
我
愛
随
逐
不
レ
離
。

ニ
ニ
カ
セ
リ
ノ
テ
ノ
ー
た
ダ
メ
テ
ル
ル
コ
ト
ワ
ワ
キ
ヲ

舞
日
。
前
已
明
下
衆
生
於
一
悪
道
中
一
、
止
求
し
離
し
苦
、
無
七

シ
セ
バ
キ
ノ
ノ
ワ

若
起
二
如
レ
此
我
見
一
、

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

ノ

ヲ
ハ
ニ
シ
ナ
サ
バ
ノ
ト

論
日
。
此
阿
梨
耶
識
衆
生
心
執
為
二
自
内
我
一
、

ノ
ハ
シ
テ
ノ
ワ
ヘ
ラ
ク
ノ
ハ
レ
ガ
ナ
リ
ノ

標
日
。
六
道
衆
生
起
二
執
著
心
一
謂
、
此
法
是
我
自
内
我
。
此
内

ハ

ニ
シ
テ
ヲ
ス
モ
ト
ル
ガ
二
二
ハ
ハ
ナ
リ
ノ

我
自
在
清
淨
能
證
為
し
相
、
由
一
外
具
一
故
或
楽
、
或
苦
。
是
人

ノ
ガ
シ
ル
ガ
ノ

ニ
ス
レ
バ
ノ
ー
し

緯
日
。
此
人
、
若
有
二
悪
業
因
縁
一
故
堕
二
一
向
苦
受
悪
道
一
、
其

シ
ナ
ハ
ニ
シ
テ
キ
モ

ッ
テ
ニ
ダ
シ
ワ
ピ
ス
ト
シ

計
下
我
清
淨
無
二
変
異
一
、
由
二
外
具
一
但
證
二
変
異
一
及
染
汚
上
起

ヲ
ン
卜
ト
ハ
シ
テ
ヒ
ル
ル
コ
ト
ワ
ワ
テ
ノ
ニ

ニ
無
有
愛
一
、
願
下
我
与
二
外
具
一
永
絶
相
離
上
。
何
以
故
。

論
日
。
阿
梨
耶
識
我
愛
藤
繩
旋
蕪
酋
儲
三
幾
鍵
コ
ト
隙
自

論
日
。

輻，

シ
ゼ
パ

ノ
ニ
ハ
フ
ノ
ク
シ
テ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

論
日
。
若
生
二
一
向
苦
受
道
中
一
、
其
願
二
苦
陰
永
滅
不
咳

ヲ

我
一
。
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ニ
ノ
ノ
ハ
モ

シ
ヲ

側
論
日
。
復
、
次
正
法
内
人
、
錐
下
復
、
願
二
楽
無
我
一
、
違
中

ス
ト
ニ
テ

ノ
ニ
リ
ノ

逆
身
見
上
、
於
二
阿
梨
耶
識
中
一
亦
有
二
自
我
愛
一
。

ノ
ハ
シ

ノ
ニ
ノ
ハ
ス

ノ
ニ
ラ

糯
日
。
前
復
次
約
一
》
仏
法
外
人
一
、
此
復
次
約
二
仏
法
内
人
一
・
自

リ

ニ
ハ
ル
モ
ノ
ニ
ニ
ハ
ル
モ
ノ
ニ
ニ
ハ
ル
モ
ノ
二

有
二
三
品
一
、
一
在
二
正
思
一
、
二
在
二
正
修
一
、
三
在
二
有
学
一
、

ノ
ノ
ノ
ノ
ハ
シ
ヲ
ハ
ス
ヲ
ヲ
テ
ノ
ニ
ノ

此
三
品
人
中
二
人
伏
二
我
見
一
、
一
人
滅
二
我
見
一
・
何
以
故
。
前

ハ
シ
ヲ
ノ
ハ
ス
ル
ガ
ヲ
ナ
リ
ブ
ハ
ス
ト

二
人
比
二
知
無
我
一
、
後
一
人
證
二
知
無
我
一
故
。
言
し
違
二
逆
身

二
一
ア

ノ
二

二
ス
レ
パ
ワ
モ

ス
ト

見
一
、
於
二
阿
梨
耶
識
中
一
、
長
時
数
習
二
我
愛
一
、
錐
三
復
違
二
逆

二
テ
ノ
二

水
ニ
ス
ノ
ー
ハ
ザ
レ
パ
ノ

身
見
一
、
於
二
本
識
中
一
我
愛
猶
恒
随
逐
。
是
故
身
見
非
二
愛
著

(I)

ス
ル
コ
ト
テ
ン
ト
ワ
ノ
ニ
ハ
カ
セ
リ
ハ
リ
テ
ノ
ー
ク
ノ
キ
モ
ノ

欲
し
捨
二
我
心
一
・
此
中
、
明
丁
衆
生
在
二
捨
受
虚
一
無
言
薬
受
可
ニ

ス

ス
ル
コ
ト
ハ
ワ
ク
ナ
ル
コ
ト
ワ
ノ
ノ
ス
ル
ガ
ワ

愛
楽
一
、
厭
悪
楽
受
一
、
如
丙
悪
道
人
厭
乙
悪
苦
受
甲
。

ク
シ
テ

テ

ノ
ニ
ス
ル
ガ
テ
ン
ト
ワ
ニ

ハ

無
二
因
縁
一
於
二
阿
梨
耶
識
中
一
、
欲
し
捨
二
我
愛
一
故
、
阿
梨
耶
識

レ
ナ
リ

是
愛
著
虚
。

論
日
。
指

ス
ト
二

ニ
ズ
ニ
ク

ト

庭
一
、
不
し
応
し
名
二
阿
梨
耶
一
。

ツ
テ
ノ
ノ
ニ

ス
レ
バ
ノ
ヲ

ル
モ
ヒ
ハ

鐸
日
。
由
二
此
愛
著
虚
名
一
、
比
二
度
諸
師
執
一
名
義
不
二
相
称
一
、

シ
ッ
テ
ノ
ヲ
ス
レ
バ
ヲ

上
フ
ニ
イ
テ
ノ
ノ
ツ
ル
ワ

若
取
二
此
名
一
比
二
度
第
一
一
名
義
相
称
。
故
引
二
彼
所
レ
立
名
一
、

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

口
ア

ノ
ヲ
ス
ル
ハ
ノ
ワ
チ
ス
ト
ノ

論
日
。
以
二
阿
梨
耶
名
一
安
一
立
此
識
一
、
則
為
二
最
勝
一
。
是

ハ
ス
レ
パ
ナ
リ
ノ
ヲ
モ

名
成
一
立
阿
梨
耶
別
名
一
・

(“）



こ
の
箇
所
は
、
㈹
⑧
。
、
⑧
㈲
⑥
卿
、
と
区
分
し
た
。
こ
の
中
で
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
と
相
応
す
る
注
鐸
部
分
は
⑨
。
と
側
の
後
半
で
あ

る
。
そ
の
外
の
伽
⑧
。
⑧
佃
側
の
前
半
と
①
と
の
解
釈
は
真
諦
に
よ
り
増
広
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
心
意
識
の
同
義
異
名
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
始
め
に
、
⑩
小
乗
に
お
け
る
意
と
識
に
つ
い
て
説
き
、
次
に
、
諸
師
の
説
を
説
い
て
い
る
。
小
乗
の
諸
師
の
説
が
説

か
れ
る
。
②
そ
れ
は
阿
梨
耶
と
は
愛
著
す
る
境
界
（
処
）
で
あ
り
、
五
取
謹
で
あ
る
と
説
く
も
の
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
側
大
乗
の
諸

師
の
説
と
し
て
、
始
め
に
、
小
乗
の
諸
師
の
説
を
否
定
し
、
五
取
陰
が
愛
著
処
と
し
て
の
阿
梨
耶
で
は
な
く
、
「
欲
の
顛
倒
心
が
ま
だ
減

せ
ざ
る
に
由
る
が
故
に
」
楽
受
が
愛
著
処
で
あ
る
と
説
く
。
側
更
に
、
諸
師
の
説
と
し
て
、
愛
著
処
を
楽
受
で
あ
る
と
説
く
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
替
え
ば
人
の
寿
命
の
資
糧
を
愛
す
る
、
そ
れ
が
阿
梨
耶
で
あ
る
と
説
く
。
⑤
更
に
、
以
上
の
小
乗
の
二
師
説
と
大
乗
の
二
師
説

を
招
介
し
た
の
ち
に
、
そ
の
外
の
諸
師
の
説
と
し
て
、
㈹
寿
命
が
愛
著
処
で
あ
る
と
説
く
説
、
㈲
六
通
が
愛
著
処
で
あ
る
と
説
く
説
、
例

六
塵
が
愛
著
処
で
あ
る
と
説
く
説
、
㈲
有
身
見
と
六
塵
が
愛
著
処
で
あ
る
と
説
く
説
を
上
げ
て
い
る
。
⑧
の
部
分
は
㈲
の
部
分
に
属
す
る

説
明
で
あ
る
が
、
論
日
の
文
章
に
注
意
し
て
、
⑧
と
し
て
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
真
諦
訳
の
論
日
の
「
小
乗
の
教
と
及
び
行
と
に

随
う
に
由
っ
て
、
是
の
師
の
所
立
の
義
は
道
理
に
中
ら
ず
」
と
あ
る
訳
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
「
声
聞
乗
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
〔
ア
ー
ラ

ヤ
の
名
を
〕
安
立
す
る
道
理
に
よ
っ
て
も
ま
た
、
そ
れ
の
安
立
す
る
の
は
不
合
理
で
な
い
…
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
玄
英
訳
等
と
も
一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
真
諦
訳
は
少
し
達
意
す
ぎ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

○
の
部
分
で
は
、
釈
日
の
「
迷
は
ざ
る
人
は
是
れ
菩
薩
な
り
」
の
注
釈
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
の
訳
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
外
の
解
釈

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

ス
レ
バ
ワ
チ
ス
ト
ノ
ノ
ニ
ハ
シ
ワ
イ
ナ

成
二
立
本
識
一
則
為
二
最
勝
一
。
此
品
中
總
二
摂
諸
名
一
、
引
二
道

ワ
ハ
ス
ガ
ワ
ニ
ス
ト

理
一
顕
二
本
識
一
故
称
二
衆
名
品
一
。
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は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
。
阿
含
（
教
理
）
と
し
て
は
、
諸
仏
は
人
の
根
性
に
依
っ
て
教
理
を
説
く
も
の
で
、
下
品
者
に
は
秘
密
の
説
が
有

る
が
上
品
者
に
は
秘
密
の
説
は
無
い
と
説
く
。
修
行
と
し
て
は
、
若
し
人
は
修
行
し
て
、
欲
界
の
惑
を
破
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
自
身
は
色

惑
の
た
め
に
縛
せ
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
若
し
、
無
色
界
の
惑
を
破
す
れ
ば
自
身
は
色
惑
の
た
め
に
縛
せ
ら
れ
て
阿
梨
耶
識
の
中

に
在
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
阿
梨
耶
識
の
縛
を
離
れ
る
た
め
に
、
菩
薩
に
は
十
地
の
修
行
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

⑪
と
側
と
の
部
分
は
、
前
説
し
た
小
乗
の
諸
師
の
説
で
あ
る
阿
梨
耶
と
し
て
の
愛
著
処
を
五
取
陰
と
す
る
説
に
つ
い
て
再
説
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
小
乗
の
諸
師
の
説
に
従
え
ば
、
苦
受
の
処
に
生
を
受
け
て
四
悪
趣
の
も
の
と
な
る
と
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｄ
の
部
分
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
相
応
す
る
が
⑧
の
部
分
は
真
諦
の
解
釈
で
あ
る
。
⑧
の
部
分
に
は
、
生
時
・
住
時
、
悪
道
の
陰
・
現
在
の
陰
、

離
欲
心
・
喜
楽
心
が
説
か
れ
る
。

㈲
の
部
分
は
、
大
乗
の
諸
師
の
阿
梨
耶
と
し
て
の
愛
著
処
を
有
身
見
と
す
る
説
に
対
す
る
再
説
の
部
分
で
あ
る
。
有
身
見
は
愛
著
処
で

は
な
い
と
説
く
。
仏
法
の
内
の
人
は
、
聞
思
修
の
慧
に
よ
っ
て
、
無
我
を
信
じ
、
無
我
を
楽
ひ
、
発
願
し
て
道
を
修
す
る
の
は
減
せ
ん
が

た
め
で
あ
る
。
無
生
智
を
得
ん
こ
と
を
求
む
る
に
由
っ
て
、
我
見
と
無
愛
を
未
来
に
わ
た
っ
て
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
。
有
身
見
を
愛
著

処
と
し
な
い
理
由
と
し
て
、
有
身
見
は
一
分
の
衆
生
の
愛
著
す
る
処
で
あ
る
が
、
一
分
の
衆
生
は
愛
著
処
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
上
げ
て

更
に
、
「
阿
梨
耶
識
を
衆
生
が
心
に
執
し
て
自
の
内
我
と
為
す
」
こ
と
に
つ
い
て
、
六
道
の
衆
生
は
執
著
の
心
を
起
し
て
、
こ
の
法
は

我
が
真
の
内
我
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
内
我
は
自
在
清
浄
に
し
て
能
証
を
相
と
な
す
も
、
外
具
（
身
心
）
に
由
る
が
故
に
或
は
楽
、
或
は

苦
な
り
と
説
い
て
、
阿
梨
耶
識
の
中
に
自
在
清
浄
を
認
め
て
い
る
。
更
に
、
「
其
れ
我
は
清
浄
に
し
て
変
異
無
き
も
、
外
具
に
由
っ
て
但

証
変
異
し
及
び
染
汚
す
と
計
し
て
、
無
有
愛
を
起
し
、
我
と
外
具
と
は
永
絶
し
て
相
ひ
離
る
る
こ
と
を
願
は
ん
」
と
説
い
て
、
阿
梨
耶
識

真
諦
訳
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

い
る
。
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
二
）
（
岩
田
）

の
中
に
清
浄
に
し
て
無
変
異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
無
有
愛
は
「
決
定
蔵
論
」
に
あ
る
二
種
の
愛
（
有
愛
・

無
有
愛
）
で
あ
る
と
〔
一
・
十
一
の
Ｃ
〕
と
説
か
れ
る
。
故
に
、
こ
の
箇
所
で
説
か
れ
る
、
無
生
智
と
自
在
清
浄
で
あ
る
能
証
相
と
清
浄

に
し
て
無
変
異
と
は
『
決
定
蔵
論
」
に
説
か
れ
て
い
る
阿
摩
羅
識
と
関
係
す
る
説
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

(“）


